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KOHO  KAKEGAWA  2016.5

《
　
戦
　
略
　
目
　
標
　
》

4 4

掛川市の戦略目標「3つの日本一」

戦略方針 第
２
次
計
画
の
構
成
と
役
割

　
第
２
次
総
合
計
画
は
、
「
基
本

構
想
」
「
基
本
計
画
」
「
実
施
計

画
」
の
３
部
で
構
成
し
ま
す
。

　
基
本
構
想
は
、
20
〜
30
年
後
を

見
据
え
た
と
き
、
実
現
す
べ
き
ま

ち
づ
く
り
の
姿
や
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

の
柱
と
な
る
戦
略
方
針
を
定
め
、

基
本
計
画
の
指
針
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
は
、
構
想
に
掲
げ
ら

れ
た
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
の
戦
略
書
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
基
本
構
想
に

示
し
た
戦
略
方
針
に
基
づ
い
て
主

要
施
策
や
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

示
す
も
の
で
す
。

　
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
の
主

要
施
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た

め
の
具
体
的
な
事
業
や
活
動
を
年

度
ご
と
に
示
し
た
事
業
計
画
書
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

基
本
理
念
は
「
協
働
」

　
基
本
理
念
は
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
。
市
民
の
誰
も
が
等
し
く

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
、
地
域

の
歴
史
や
文
化
を
尊
重
し
、
生
涯

学
習
都
市
宣
言
の
理
念
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

市
の
将
来
像
「
希
望
が
見
え
る
ま

ち
・
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち

掛
川
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

戦
略
目
標
「
３
つ
の
日
本
一
」

　
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
20
〜

30
年
後
を
見
据
え
た
と
き
、
今
後

10
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
を

戦
略
方
針
と
し
て
掲
げ
、
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
目
標
と
し
て
、
左
記
の
３

つ
の
分
野
で
日
本
一
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
具
体
的
な
指
標
を
設
定
し
、

進
捗
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

重
点
施
策
の
柱
は
４
つ

　
今
後
10
年
間
で
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
「
重
点
施
策
」

と
位
置
づ
け
、
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
重
点
施
策
に
準
ず
る
施

策
と
し
て
「
個
別
施
策
」
を
位
置

付
け
、
専
門
性
を
生
か
し
て
分
類

し
た
施
策
ご
と
に
、
20
〜
30
年
先

を
見
据
え
た
施
策
展
開
の
考
え
方

を
提
示
し
、
目
指
す
べ
き
方
向
性

を
掲
げ
ま
す
。

　
重
点
施
策
な
ど
の
推
進
に
は
、

事
業
の
進
捗
や
効
果
な
ど
を
市
民

や
有
識
者
ら
と
検
証
し
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、

将
来
像
や
戦
略
目
標
の
達
成
を
目

指
し
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
４
つ
の
柱
で

構
成
し
て
い
る
重
点
施
策
を
紹
介

し
ま
す
。

第
２
次

掛
川
市
の
10
年
戦
略

市
総
合
計
画
ま
と
ま
る

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
が
本
格
的
に
到
来
す
る
中
、
そ
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
立
ち

向
か
い
、
克
服
し
て
い
く
た
め
の
掛
川
市
の
新
た
な
指
針
と
な
る
総
合
戦
略
書
「
第
２
次

掛
川
市
総
合
計
画
」
（
平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
で
は
、
若
者
や
子
育
て
世
代
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
市
民
が
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実

感
で
き
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　

企
画
政
策
課
（
21‐

１
１
２
７
）

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、

希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
へ

（人）
140,000

120,000
120,229

25,285
(21.0%)

78,023
(64.9%)

16,921

H22年
2010年

H27年
2015年

H32年
2020年

H37年
2025年

H42年
2030年

H47年
2035年

H52年
2040年

(14.1%)

28,415
(24.1%)

72,702
(61.8%)

16,564
(14.1%)

31,600
(27.2%)

68,300
(58.7%)

16,500
(14.1%)

33,000
(28.7%)

65,500
(56.9%)

16,500
(14.4%)

34,100
(29.1%)

65,300
(55.9%)

17,500
(15.0%)

34,200
(28.8%)

65,900
(55.6%)

18,500
(15.6%)

34,600
(28.9%)

65,700
(54.7%)

19,700
(16.4%)

117,681 116,400 115,000 116,900 118,600 120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

2040年の
人口目標は12万人

将来人口目標
2040年に人口12万人を達成す
るために、2025年（平成37年）
の目標人口は115,000人

平成37年の目標人口構成
 0～14歳 14.4%以上
 15～64歳 56.9%以上
 65歳以上 28.7%以下

今後10年間で重点的に取り組む4本柱

つく

し
ん
ち
ょ
く
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掛
川
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
動
き
を
つ
く
る

１
掛
川
に
し
ご
と
を
つ
く
り
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

２
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

３
明
日
の
掛
川
を
つ
く
り
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

４
■茶エンナーレから始まる
　掛川文化の創造
○かけがわ茶エンナーレ
○シティミュージアム掛川構想の推進
○子どもの文化芸術活動支援
○文化芸術活動サポートセンターの創設

■中心市街地活性化と
　多極ネットワーク型コンパクトシティ
○中心市街地の活性化
○中心市街地と各地域のネットワーク強化
　による生活支援
○広域・地域間公共交通と大型商業施設な
　どの集積による市外からの買い物客誘客
○地域商業活性化事業

■市民総ぐるみのおもてなし
　観光客誘客促進事業
○外国人観光客誘客の促進
○周辺自治体や関係事業者との連携による
　広域観光のイベント開催・情報発信
○地域資源を活用した交流型観光の推進
○富士山静岡空港からのアクセスの確保

■掛川の魅力を売り込め　掛川流
　協働力によるシティプロモーション
○シティプロモーション戦略の策定と事業
　展開
○移住・定住相談窓口の充実強化
○空き家の活用による移住・定住の促進
○UIJターン・地元定住に係る支援

■みんなが働ける掛川創造事業
○かけがわ生涯ワーキングシステムの構築
○障がい者新規就労 500人サポート事業
○障がい者の自己実現に向けた総合研究
○労働局との雇用対策協定の推進

■しごとを生み出す
　イノベーション支援
○新規創業者に対する支援
○6次産業化の推進
○オープンデータ・ビッグデータの利活用
　の推進
○他プロジェクトとの連動による地域産業
　の創出

■掛川市の新たな開拓
　内陸フロンティアと企業誘致
○企業誘致の推進
○内陸フロンティアプロジェクトの推進

■明日を拓く農
　農業ビジネスの推進
○掛川の農の海外販路開拓
○掛川市の顔が見える流通の促進
○健康機能を活用した掛川茶の販路拡大
○世界とつながる茶草場　世界農業遺産活
　用事業
○農業ビジネス推進事業

■学びの協働アクションプロジェクト
○教育アクションゾーンのデザイン設計
○放課後等教育支援かけがわモデル
　推進事業
○白熱サイテク（サイエンス&テクノロ
　ジー）教室の開催
○市民先生ナビの構築・推進

■子どもは地域の宝
　地域の子育て力向上プロジェクト
○子育て世代の居住環境支援
○地域における子育て支援事業
○地域主催の体験イベントを通じた
　世代間交流

■家庭の子育て力・教育力向上
　プロジェクト
○子育てコンシェルジュ事業
○三世代同居等支援事業
○スマホなどを活用した子育て情報の発信

■企業の子育て力向上プロジェクト
○仕事と家庭の両立支援と働き方の見直し
○テレワークによる在宅勤務など
　新たなワークスタイルの普及啓発
○子育てに優しい事業所づくり

■結婚・出産・子育て環境整備
　プロジェクト
○子育て世代の経済的負担の軽減
○待機児童解消対策事業
○子育て世代包括支援センター事業の充実
○子どもや家族が楽しめる場所づくり
○出会い・結婚支援

■国土強靱化　強くしなやかな
　明るい未来の国土づくり
○「掛川市地震・津波対策アクション
　プログラム2014」の推進
○海岸防災林強化事業「掛川モデル」と
　希望の森づくりの推進
○広域・地域間幹線道路の整備促進

■スマートコミュニティの実現
○掛川版スマートハウスの普及
○バイオマス活用プロジェクト
○地域のスマートコミュニティ化

■「ふくしあ」でつなぐ
　地域の健康づくり
○健康増進ビジネスモデルの研究
○「かけがわ生涯お達者市民」推進
　プロジェクト
○孤食を減らす「ふれあい食堂」
○介護従事者の確保と家庭介護支援
○ふくしあ健康づくり事業

■地域の絆で課題解決
　掛川流協働によるまちづくりの深化
○地区まちづくり協議会の活性化
○市民活動団体などの活性化
○地区防災計画策定、自主防災会組織化の
　推進
○掛川流人材育成事業

■選択と集中　行財政改革の推進
○公共施設マネジメントの推進
○東遠4市の水道事業の広域化
○下水道計画の見直し

写真提供：静岡新聞社

　　が見えるまち・
誰もが住みたくなるまち
希望

掛川
第2次　掛川市総合計画

市のホームページで詳しく紹介しているよ！

きずな

きょうじん

5 4



KOHO  KAKEGAWA  2016.5

掛
川
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
動
き
を
つ
く
る

１
掛
川
に
し
ご
と
を
つ
く
り
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

２
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

３
明
日
の
掛
川
を
つ
く
り
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

４
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○健康増進ビジネスモデルの研究
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Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
蓄
電
池
施
設
も
対
象

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
な
ど
を
設

置
し
た
世
帯
へ
Ｐ
Ｓ
買
物
券
を
交

付
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
新

た
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（※

）
や
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
施
設
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

交
付
額
　
設
置
経
費
の
２
分
の
１

以
内

・
太
陽
光
発
電
は
上
限
６
万
円

・
太
陽
熱
温
水
器
は
上
限
２
万
円

・
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
上
限
２
万
円

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
施
設

は
上
限
６
万
円

申
込
方
法
　
５
月
２
日
（月）
〜
平
成

29
年
３
月
31
日
（金）
に
商
工
３
団

体
窓
口
で
申
し
込
み（
申
込
順
）

対
象
　
①
市
内
に
あ
る
自
宅
に
家

庭
用
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
を

設
置
、
②
こ
れ
ま
で
に
補
助
金

ま
た
は
、
平
成
25
年
度
以
降
に

本
事
業
に
よ
る
交
付
金
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
世
帯
、
③
平
成

29
年
３
月
31
日
（金）
ま
で
に
設
置

が
完
了
し
た
も
の
、
④
太
陽
光

発
電
は
余
剰
買
取
制
度
の
契
約

の
も
と
に
設
置
し
た
施
設
、
⑤

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
池
施
設
は
、
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
て
い
る
住
宅
に
設
置

し
た
も
の
（
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

市
内
の
中
小
建
築
事
業
者

で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
実
施

交
付
額
　
10
万
円
以
上
の
補
助
対

象
工
事
費
の
10
％
で
上
限
10
万

円
分

申
込
方
法
　
６
月
１
日
（水）
〜
４
日

近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
化
が

進
む
中
で
、
子
育
て
に
不
安
や
悩

み
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
親
が
増

え
る
と
同
時
に
、
祖
父
母
か
ら
子

育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
伝
承
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

掛
川
市
は
、
毎
日
の
子
育
て
に

ゆ
と
り
を
持
て
る
三
世
代
家
族
の

形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に

三
世
代
同
居
を
始
め
る
世
帯
に
対

し
て
、
住
宅
の
新
築
な
ど
の
費
用

の
一
部
を
Ｐ
Ｓ
買
物
券
（
有
効
期

限
６
か
月
）に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
は
24
世
帯
、
平

成
27
年
度
は
29
世
帯
が
同
事
業
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

（土）
、
６
日
（月）
〜
８
日
（水）
に
下
の

窓
口
３
か
所
で
申
し
込
み
（
申

込
多
数
の
と
き
は
抽
選
）

対
象
　
一
定
条
件
を
満
た
し
、
交

付
決
定
後
に
着
工
し
て
12
月
末

ま
で
に
完
了
す
る
工
事
（
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

交
付
額
　
住
宅
の
新
築
、
増
改
築
、

購
入
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
30
万
円
）

申
込
方
法
　
６
月
１
日
（水）
〜
30
日

（木）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
に
こ
ど
も
政
策
課
窓

口
で
申
し
込
み
（
申
込
多
数
の

と
き
は
抽
選
）

対
象
　
以
下
の
①
か
ら
⑤
を
す
べ

て
満
た
す
世
帯
。

　
４
月
１
日
（金）
〜
平
成
29
年
３
月

31
日
（金）
に
、
親
と
子
と
孫
を
基

本
と
す
る
三
世
代
が
掛
川
市
で

新
た
に
同
居
を
開
始
す
る
こ
と

（
二
世
帯
住
宅
や
敷
地
内
同
居

も
可
）

※

過
去
１
年
以
内
に
同
一
世
帯
員

に
よ
る
同
居
実
績
が
な
い
こ
と

　
同
居
開
始
後
、
６
か
月
以
上
同

居
の
状
態
が
続
く
こ
と

　
同
居
の
た
め
、
住
宅
の
新
築
、

増
改
築
、
購
入
を
す
る
こ
と

※

た
だ
し
、
工
事
完
了
後
ま
た
は

購
入
後
、
３
か
月
以
内
に
同
居

を
開
始
す
る
こ
と
（
工
事
期
間

が
年
度
を
ま
た
い
で
も
対
象
と

な
る
よ
う
、
制
度
内
容
を
変

更
）

　
孫
世
代
の
う
ち
１
人
以
上
が
、

同
居
を
６
か
月
経
過
し
た
時
点

で
小
学
生
以
下
で
あ
る
こ
と

　
市
税
や
保
育
料
、
給
食
費
に
滞

納
が
な
い
世
帯
で
あ
る
こ
と

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
市
役
所
１
階
こ
ど
も
政
策
課

窓
口
に
あ
る
申
込
書
類
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

物
券
で
暮
ら
し
と
商
い
応
援

買
住
宅
の
増
改
築
・
耐
震
補
強
を
支
援

掛
川
市
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
は
じ
め
、
子
育
て
に
ゆ
と
り
を
持
て
る
三
世
代
家
族
の
促
進

や
命
を
守
る
耐
震
補
強
工
事
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
と
協
働
し
、
同
会
加

盟
店
で
利
用
で
き
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
買
物
券
」
（
掛
川
市
地
域
協
働
経
済
支
援
買
物
券
・
有
効

期
限
６
か
月
・
以
後
Ｐ
Ｓ
買
物
券
）
に
よ
る
補
助
で
市
民
の
暮
ら
し
の
向
上
と
市
内
経
済
の
循
環
に
努

め
て
い
ま
す
。
今
回
は
Ｐ
Ｓ
買
物
券
に
よ
る
補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。 

12 環境にやさしい暮らしへ
問 環境政策課（☎21-1218）
 商業観光課（☎21-1149）

ゆったり子育て三世代同居
問　こども政策課（☎21-1211）

新
エ
ネ
機
器
の
設
置
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で
買
物
券

新
た
に
三
世
代
同
居
を
始
め
た
世
帯
の

新
築
等
費
用
を
買
物
券
で
助
成

市
は
、
次
の
事
業
に
対
し
て
、
市
内
の
商
工
会
議
所
や
商

工
会
に
加
盟
し
て
い
る
店
で
利
用
で
き
る
Ｐ
Ｓ
買
物
券

（
有
効
期
限
６
か
月
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

 

■
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

 

・ 

掛
川
商
工
会
議
所
（
掛
川
）

　 

●
22-

５
１
５
１

 

・ 

大
東
町
商
工
会
（
大
坂
）

  

●
72-

２
７
０
１

 

・ 

大
須
賀
町
商
工
会
（
西
大
渕
）

  

●
48-

２
２
６
２

買物券で暮らしと商い応援
住宅の増改築・耐震補強を支援

対象工事（例）
住宅長寿命化 省エネ対策

防災対策 その他

※HEMS=ホーム　エネルギー　マネジメント　システムの略

屋根や外壁の葺き替え、
塗装、壁紙の張り替え、
畳の表替え、基礎修繕工
事など

外壁、床、屋根、窓ガラ
ス、住宅長寿屋根や外壁
の葺き替え、窓ガラスな
どの断熱化、高効率給湯
器設置など

家具の転倒防止など 段差解消、引き戸の改修、
手すり設置など

①

②③④⑤

掛川商工会議所
中小企業相談所長
山下真弘さん

の制度を利用して、
住環境を整備してい

ただくと、地域経済が活
性化します。PS買物券を
使って市内でお買い物を
楽しみ、地域全体が豊か
になる「三方よし」を目
指しています。
　申請手続きなどに関し
ては、市内の商工会・商
工会議所へお気軽にご相
談ください。

こ

ヘ
ム
ス

ふ
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Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
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チ
ウ
ム
イ

オ
ン
蓄
電
池
施
設
も
対
象

　
新
エ
ネ
ル
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機
器
な
ど
を
設

置
し
た
世
帯
へ
Ｐ
Ｓ
買
物
券
を
交

付
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
新

た
に
Ｈ
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Ｓ
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）
や
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
施
設
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

交
付
額
　
設
置
経
費
の
２
分
の
１

以
内

・
太
陽
光
発
電
は
上
限
６
万
円

・
太
陽
熱
温
水
器
は
上
限
２
万
円

・
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
上
限
２
万
円

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
施
設

は
上
限
６
万
円

申
込
方
法
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２
日
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平
成

29
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３
月
31
日
（金）
に
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工
３
団

体
窓
口
で
申
し
込
み（
申
込
順
）

対
象
　
①
市
内
に
あ
る
自
宅
に
家

庭
用
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
を

設
置
、
②
こ
れ
ま
で
に
補
助
金

ま
た
は
、
平
成
25
年
度
以
降
に

本
事
業
に
よ
る
交
付
金
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
世
帯
、
③
平
成

29
年
３
月
31
日
（金）
ま
で
に
設
置

が
完
了
し
た
も
の
、
④
太
陽
光

発
電
は
余
剰
買
取
制
度
の
契
約

の
も
と
に
設
置
し
た
施
設
、
⑤

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
池
施
設
は
、
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
て
い
る
住
宅
に
設
置

し
た
も
の
（
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

市
内
の
中
小
建
築
事
業
者

で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
実
施

交
付
額
　
10
万
円
以
上
の
補
助
対

象
工
事
費
の
10
％
で
上
限
10
万

円
分

申
込
方
法
　
６
月
１
日
（水）
〜
４
日

近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
化
が

進
む
中
で
、
子
育
て
に
不
安
や
悩

み
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
親
が
増

え
る
と
同
時
に
、
祖
父
母
か
ら
子

育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
伝
承
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

掛
川
市
は
、
毎
日
の
子
育
て
に

ゆ
と
り
を
持
て
る
三
世
代
家
族
の

形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に

三
世
代
同
居
を
始
め
る
世
帯
に
対

し
て
、
住
宅
の
新
築
な
ど
の
費
用

の
一
部
を
Ｐ
Ｓ
買
物
券
（
有
効
期

限
６
か
月
）に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
は
24
世
帯
、
平

成
27
年
度
は
29
世
帯
が
同
事
業
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

（土）
、
６
日
（月）
〜
８
日
（水）
に
下
の

窓
口
３
か
所
で
申
し
込
み
（
申

込
多
数
の
と
き
は
抽
選
）

対
象
　
一
定
条
件
を
満
た
し
、
交

付
決
定
後
に
着
工
し
て
12
月
末

ま
で
に
完
了
す
る
工
事
（
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

交
付
額
　
住
宅
の
新
築
、
増
改
築
、

購
入
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
30
万
円
）

申
込
方
法
　
６
月
１
日
（水）
〜
30
日

（木）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
に
こ
ど
も
政
策
課
窓

口
で
申
し
込
み
（
申
込
多
数
の

と
き
は
抽
選
）

対
象
　
以
下
の
①
か
ら
⑤
を
す
べ

て
満
た
す
世
帯
。

　
４
月
１
日
（金）
〜
平
成
29
年
３
月

31
日
（金）
に
、
親
と
子
と
孫
を
基

本
と
す
る
三
世
代
が
掛
川
市
で

新
た
に
同
居
を
開
始
す
る
こ
と

（
二
世
帯
住
宅
や
敷
地
内
同
居

も
可
）

※

過
去
１
年
以
内
に
同
一
世
帯
員

に
よ
る
同
居
実
績
が
な
い
こ
と

　
同
居
開
始
後
、
６
か
月
以
上
同

居
の
状
態
が
続
く
こ
と

　
同
居
の
た
め
、
住
宅
の
新
築
、

増
改
築
、
購
入
を
す
る
こ
と

※

た
だ
し
、
工
事
完
了
後
ま
た
は

購
入
後
、
３
か
月
以
内
に
同
居

を
開
始
す
る
こ
と
（
工
事
期
間

が
年
度
を
ま
た
い
で
も
対
象
と

な
る
よ
う
、
制
度
内
容
を
変

更
）

　
孫
世
代
の
う
ち
１
人
以
上
が
、

同
居
を
６
か
月
経
過
し
た
時
点

で
小
学
生
以
下
で
あ
る
こ
と

　
市
税
や
保
育
料
、
給
食
費
に
滞

納
が
な
い
世
帯
で
あ
る
こ
と

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
市
役
所
１
階
こ
ど
も
政
策
課

窓
口
に
あ
る
申
込
書
類
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

物
券
で
暮
ら
し
と
商
い
応
援

買
住
宅
の
増
改
築
・
耐
震
補
強
を
支
援

掛
川
市
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
は
じ
め
、
子
育
て
に
ゆ
と
り
を
持
て
る
三
世
代
家
族
の
促
進

や
命
を
守
る
耐
震
補
強
工
事
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
と
協
働
し
、
同
会
加

盟
店
で
利
用
で
き
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
買
物
券
」
（
掛
川
市
地
域
協
働
経
済
支
援
買
物
券
・
有
効

期
限
６
か
月
・
以
後
Ｐ
Ｓ
買
物
券
）
に
よ
る
補
助
で
市
民
の
暮
ら
し
の
向
上
と
市
内
経
済
の
循
環
に
努

め
て
い
ま
す
。
今
回
は
Ｐ
Ｓ
買
物
券
に
よ
る
補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。 

12 環境にやさしい暮らしへ
問 環境政策課（☎21-1218）
 商業観光課（☎21-1149）

ゆったり子育て三世代同居
問　こども政策課（☎21-1211）

新
エ
ネ
機
器
の
設
置
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で
買
物
券

新
た
に
三
世
代
同
居
を
始
め
た
世
帯
の

新
築
等
費
用
を
買
物
券
で
助
成

市
は
、
次
の
事
業
に
対
し
て
、
市
内
の
商
工
会
議
所
や
商

工
会
に
加
盟
し
て
い
る
店
で
利
用
で
き
る
Ｐ
Ｓ
買
物
券

（
有
効
期
限
６
か
月
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

 

■
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

 

・ 

掛
川
商
工
会
議
所
（
掛
川
）

　 

●
22-

５
１
５
１

 

・ 

大
東
町
商
工
会
（
大
坂
）

  

●
72-

２
７
０
１

 

・ 

大
須
賀
町
商
工
会
（
西
大
渕
）

  

●
48-

２
２
６
２

買物券で暮らしと商い応援
住宅の増改築・耐震補強を支援

対象工事（例）
住宅長寿命化 省エネ対策

防災対策 その他

※HEMS=ホーム　エネルギー　マネジメント　システムの略

屋根や外壁の葺き替え、
塗装、壁紙の張り替え、
畳の表替え、基礎修繕工
事など

外壁、床、屋根、窓ガラ
ス、住宅長寿屋根や外壁
の葺き替え、窓ガラスな
どの断熱化、高効率給湯
器設置など

家具の転倒防止など 段差解消、引き戸の改修、
手すり設置など

①

②③④⑤

掛川商工会議所
中小企業相談所長
山下真弘さん

の制度を利用して、
住環境を整備してい

ただくと、地域経済が活
性化します。PS買物券を
使って市内でお買い物を
楽しみ、地域全体が豊か
になる「三方よし」を目
指しています。
　申請手続きなどに関し
ては、市内の商工会・商
工会議所へお気軽にご相
談ください。

こ

ヘ
ム
ス

ふ
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買物券で暮らしと商い応援
住宅の増改築・耐震補強を支援

耐
震
補
強
工
事
へ
の
流
れ

補
助
対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
手
し
た
木
造
住
宅

　
（
昭
和
56
年
６
月
以
降
に
増
築

し
た
住
宅
で
も
、
対
象
家
屋
と

構
造
的
に
一
体
と
な
っ
た
木
造

住
宅
は
対
象
）

　
専
門
家
に
よ
る
無
料
診
断

　
　
市
が
無
料
で
専
門
家
を
派
遣

し
、
耐
震
診
断
を
行
う
（
電
話

で
申
し
込
み
）
。

　
補
強
計
画
を
立
て
る

　
　
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
に
問

題
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
補
強
す
る
の
か
を
検
討
し
ま

す
。
建
物
の
所
有
者
、
居
住
者

を
対
象
に
、
補
強
計
画
作
成
費

の
一
部
を
補
助
す
る
（
平
成
27

年
度
実
績
の
費
用
平
均
は
16
万

２
千
円
）

【
補
助
限
度
額
】
14
万
４
千
円

　
補
助
工
事
の
実
施

　
　
補
強
計
画
に
基
づ
く
壁
や
基

礎
の
補
強
、
屋
根
の
軽
量
化
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

（
平
成
27
年
度
実
績
の
費
用
平

均
は
１
５
７
万
円
）

【
補
助
限
度
額
】
一
般
世
帯
80
万

円
・
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
90
万

円
（
う
ち
一
般
世
帯
は
30
万
円

分
、
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
は
10

万
円
分
が
Ｐ
Ｓ
買
物
券
（
有
効

期
限
６
か
月
））

※

補
強
工
事
は
所
得
税
の
特
別
控

除
や
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

な
ど
の
税
制
特
例
の
対
象

3 STOP倒壊　耐震補強工事
問　都市政策課（☎21-1152）

倒
壊
に
よ
る
人
的
被
害
の
防
止
が
急
務

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
補
助

建
物
倒
壊
に
よ
る
人
的
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
化

が
急
務
で
す
。
市
は
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
り
命

を
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
耐
震
補
強
に
関
す
る
計
画

作
成
や
工
事
に
、
補
助
金
や
Ｐ
Ｓ
買
物
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
制
度
を
活
用
し
、
人
的
被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
木
造
住
宅
が
対
象

　
　
計
画
作
成
・
補
強
工
事
に
補
助
金
や
買
物
券

な
ど
、
市
の
施
策
と
し
て
重
要
度

が
増
し
た
も
の
を
追
加
。
市
が
推

進
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
「
協
働
」
の
観
点
を
全
体
に
盛

り
込
み
、
今
後
10
年
間
に
取
り
組

む
、
市
民
・
事
業
者
・
環
境
団
体
、

市
の
自
主
的
な
行
動
と
協
働
を
推

進
し
ま
す
。

　
望
ま
し
い
環
境
像
「
未
来
に
伝

え
る
豊
か
な
地
球　
環
境
を
大
切

に
す
る
ま
ち　
か
け
が
わ
」
を
具

体
化
す
る
た
め
に
、▽
地
球
温
暖

化
の
防
止
▽
自
然
環
境
の
保
全
と

緑
化
推
進
▽
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
▽
環
境
学
習
の
推
進̶

の
４

つ
の
視
点
か
ら
、
次
の
基
本
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
む
だ
な

く
有
効
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
次
代
に
残
す
豊
か
な
自
然
を
守

り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

③
安
全
で
良
好
な
生
活
を
守
る
ま

ち
づ
く
り

④
み
ん
な
で
学
び
地
域
で
取
り
組

む
ま
ち
づ
く
り

　
基
本
目
標
の
実
現
の
た
め
、
特

に
重
要
で
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
協
働
し
て
進
め
る
５
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
ま
し
た
。

■
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
恵
ま
れ
た
気
候
を
生
か
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に

推
進
し
、
家
庭
や
地
域
で
賢
く
使

う
仕
組
み
を
普
及
さ
せ
ま
す
。

■
あ
す
な
ろ
応
援
団
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
民
協
働
に
よ
る
古
紙
回
収
の

収
益
を
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教

育
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
機
器

整
備
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
茶
草
場
農
法

　
継
承
発
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
農
業
を
し
な
が
ら
茶
草
場
の
生

物
多
様
性
を
維
持
で
き
る
環
境
を

次
世
代
に
受
け
継
ぎ
ま
す
。

■
掛
川
の
森
を
み
ん
な
で

　
は
ぐ
く
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林

を
守
り
育
て
る
仕
組
み
を
整
え
、

環
境
教
育
や
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

■
安
全
安
心
な
食
生
活
と

　
食
育
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
食
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
、

地
産
地
消
に
よ
る
環
境
的
メ
リ
ッ

ト
や
食
の
安
全
性
、
地
域
の
食
文

化
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　掲
載
し
て
い
ま
す
。

建物の耐震補強以外にも、耐震ベッドや耐震シ
ェルターの設置、家具転倒防止の金具・ベルト
取り付けなどにも補助があります。
詳しくは危機管理課（☎21-1131）までお問い
合わせください。

そのほかの建築物に関わる補助
木造住宅以外の既存建築物耐震診断
■昭和56年5月31日以前に着手した木造以外の建
　築物（一戸建て、店舗・事務所・工場など）
　
ブロック塀などの撤去・改善工事
■道路に面する危険なブロック塀の撤去
　※造り替える場合は事前に相談すること
■改善工事
　中心市街地（商業地域）の道路や緊急輸送路沿
　いなどに面する危険なブロック塀の改善
　
がけ地付近に建つ危険住宅の除却・移転
■危険ながけ地（高さ2m・傾斜30度超）に接す
　る昭和29年3月以前に建てられた住宅
■土砂災害特別計画区域内の不適格住宅
　
吹付けアスベストなどの含有調査・除去
■施工が疑われる場合の含有調査
■除去、封じ込め、囲い込みなど

環境基本計画
スタート

第2期

掛川市は、平成18年1月に施行した市環境基本
条例に基づき、環境の保全・創造に関するさま
ざまな施策を総合的・計画的に推進するため
「第2期掛川市環境基本計画」を策定しました。
計画期間は平成28年度から平成37年度までの
10年間。この計画に定めた、市が目指す姿や
取り組み方針などを基に、市民や事業者と協働
し、環境の保全と創造に取り組んでいきます。

　
今
回
の
第
２
期
計
画
は
、
近
年

の
環
境
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

な
ど
を
反
映
さ
せ
、
施
策
や
方
針

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
に
再
認
識
さ

れ
た
電
力
自
給
の
重
要
性
や
電
力

の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
導
入
な

ど
を
踏
ま
え
、「
賢
く
使
う
」
と

い
う
観
点
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
へ
と
軌
道
修
正
し
た

ほ
か
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
「
静
岡
県
の
茶
草
場
農
法
」

震
災
の
教
訓
を
反
映

４
つ
の
基
本
目
標

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10
年
後
へ
届
け
る

思
い
を
形
に

市民が共有する環境像

豊かな自然をいつまでも
（H28.4月　ならここの里）

①②

③

条件や補助額などは、お問い合わせください。

あなたの家は大丈夫？

未来に伝える豊かな地球
環境を大切にするまち　かけがわ

～地震対策にさまざまな補助があります～
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買物券で暮らしと商い応援
住宅の増改築・耐震補強を支援

耐
震
補
強
工
事
へ
の
流
れ

補
助
対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
手
し
た
木
造
住
宅

　
（
昭
和
56
年
６
月
以
降
に
増
築

し
た
住
宅
で
も
、
対
象
家
屋
と

構
造
的
に
一
体
と
な
っ
た
木
造

住
宅
は
対
象
）

　
専
門
家
に
よ
る
無
料
診
断

　
　
市
が
無
料
で
専
門
家
を
派
遣

し
、
耐
震
診
断
を
行
う
（
電
話

で
申
し
込
み
）
。

　
補
強
計
画
を
立
て
る

　
　
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
に
問

題
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
補
強
す
る
の
か
を
検
討
し
ま

す
。
建
物
の
所
有
者
、
居
住
者

を
対
象
に
、
補
強
計
画
作
成
費

の
一
部
を
補
助
す
る
（
平
成
27

年
度
実
績
の
費
用
平
均
は
16
万

２
千
円
）

【
補
助
限
度
額
】
14
万
４
千
円

　
補
助
工
事
の
実
施

　
　
補
強
計
画
に
基
づ
く
壁
や
基

礎
の
補
強
、
屋
根
の
軽
量
化
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

（
平
成
27
年
度
実
績
の
費
用
平

均
は
１
５
７
万
円
）

【
補
助
限
度
額
】
一
般
世
帯
80
万

円
・
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
90
万

円
（
う
ち
一
般
世
帯
は
30
万
円

分
、
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
は
10

万
円
分
が
Ｐ
Ｓ
買
物
券
（
有
効

期
限
６
か
月
））

※

補
強
工
事
は
所
得
税
の
特
別
控

除
や
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

な
ど
の
税
制
特
例
の
対
象

3 STOP倒壊　耐震補強工事
問　都市政策課（☎21-1152）

倒
壊
に
よ
る
人
的
被
害
の
防
止
が
急
務

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
補
助

建
物
倒
壊
に
よ
る
人
的
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
化

が
急
務
で
す
。
市
は
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
り
命

を
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
耐
震
補
強
に
関
す
る
計
画

作
成
や
工
事
に
、
補
助
金
や
Ｐ
Ｓ
買
物
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
制
度
を
活
用
し
、
人
的
被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
木
造
住
宅
が
対
象

　
　
計
画
作
成
・
補
強
工
事
に
補
助
金
や
買
物
券

な
ど
、
市
の
施
策
と
し
て
重
要
度

が
増
し
た
も
の
を
追
加
。
市
が
推

進
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
「
協
働
」
の
観
点
を
全
体
に
盛

り
込
み
、
今
後
10
年
間
に
取
り
組

む
、
市
民
・
事
業
者
・
環
境
団
体
、

市
の
自
主
的
な
行
動
と
協
働
を
推

進
し
ま
す
。

　
望
ま
し
い
環
境
像
「
未
来
に
伝

え
る
豊
か
な
地
球　
環
境
を
大
切

に
す
る
ま
ち　
か
け
が
わ
」
を
具

体
化
す
る
た
め
に
、▽
地
球
温
暖

化
の
防
止
▽
自
然
環
境
の
保
全
と

緑
化
推
進
▽
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
▽
環
境
学
習
の
推
進̶

の
４

つ
の
視
点
か
ら
、
次
の
基
本
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
む
だ
な

く
有
効
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
次
代
に
残
す
豊
か
な
自
然
を
守

り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

③
安
全
で
良
好
な
生
活
を
守
る
ま

ち
づ
く
り

④
み
ん
な
で
学
び
地
域
で
取
り
組

む
ま
ち
づ
く
り

　
基
本
目
標
の
実
現
の
た
め
、
特

に
重
要
で
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
協
働
し
て
進
め
る
５
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
ま
し
た
。

■
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
恵
ま
れ
た
気
候
を
生
か
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に

推
進
し
、
家
庭
や
地
域
で
賢
く
使

う
仕
組
み
を
普
及
さ
せ
ま
す
。

■
あ
す
な
ろ
応
援
団
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
民
協
働
に
よ
る
古
紙
回
収
の

収
益
を
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教

育
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
機
器

整
備
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
茶
草
場
農
法

　
継
承
発
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
農
業
を
し
な
が
ら
茶
草
場
の
生

物
多
様
性
を
維
持
で
き
る
環
境
を

次
世
代
に
受
け
継
ぎ
ま
す
。

■
掛
川
の
森
を
み
ん
な
で

　
は
ぐ
く
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林

を
守
り
育
て
る
仕
組
み
を
整
え
、

環
境
教
育
や
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

■
安
全
安
心
な
食
生
活
と

　
食
育
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
食
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
、

地
産
地
消
に
よ
る
環
境
的
メ
リ
ッ

ト
や
食
の
安
全
性
、
地
域
の
食
文

化
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　掲
載
し
て
い
ま
す
。

建物の耐震補強以外にも、耐震ベッドや耐震シ
ェルターの設置、家具転倒防止の金具・ベルト
取り付けなどにも補助があります。
詳しくは危機管理課（☎21-1131）までお問い
合わせください。

そのほかの建築物に関わる補助
木造住宅以外の既存建築物耐震診断
■昭和56年5月31日以前に着手した木造以外の建
　築物（一戸建て、店舗・事務所・工場など）
　
ブロック塀などの撤去・改善工事
■道路に面する危険なブロック塀の撤去
　※造り替える場合は事前に相談すること
■改善工事
　中心市街地（商業地域）の道路や緊急輸送路沿
　いなどに面する危険なブロック塀の改善
　
がけ地付近に建つ危険住宅の除却・移転
■危険ながけ地（高さ2m・傾斜30度超）に接す
　る昭和29年3月以前に建てられた住宅
■土砂災害特別計画区域内の不適格住宅
　
吹付けアスベストなどの含有調査・除去
■施工が疑われる場合の含有調査
■除去、封じ込め、囲い込みなど

環境基本計画
スタート

第2期

掛川市は、平成18年1月に施行した市環境基本
条例に基づき、環境の保全・創造に関するさま
ざまな施策を総合的・計画的に推進するため
「第2期掛川市環境基本計画」を策定しました。
計画期間は平成28年度から平成37年度までの
10年間。この計画に定めた、市が目指す姿や
取り組み方針などを基に、市民や事業者と協働
し、環境の保全と創造に取り組んでいきます。

　
今
回
の
第
２
期
計
画
は
、
近
年

の
環
境
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

な
ど
を
反
映
さ
せ
、
施
策
や
方
針

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
に
再
認
識
さ

れ
た
電
力
自
給
の
重
要
性
や
電
力

の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
導
入
な

ど
を
踏
ま
え
、「
賢
く
使
う
」
と

い
う
観
点
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
へ
と
軌
道
修
正
し
た

ほ
か
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
「
静
岡
県
の
茶
草
場
農
法
」

震
災
の
教
訓
を
反
映

４
つ
の
基
本
目
標

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10
年
後
へ
届
け
る

思
い
を
形
に

市民が共有する環境像

豊かな自然をいつまでも
（H28.4月　ならここの里）

①②

③

条件や補助額などは、お問い合わせください。

あなたの家は大丈夫？

未来に伝える豊かな地球
環境を大切にするまち　かけがわ

～地震対策にさまざまな補助があります～
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企
画
政
策
課
（

　21

-

1
1
2
7
）

危機管理課（　21-1131）

公共施設などの管理の基本方針

現在保有する公共施設などの数や規模が変わらないことを前提
に、将来の更新費用を試算すると、1年あたり約70億円の費用が
見込まれます。
近年の社会保障費の増加などを考慮すると、既存施設の将来の更
新費用として使える財源は約40億円程度です。

　運営管理の適正化
・経費の縮減、収入の確保
・官民協働による運営
 管理

公共施設の安心・安全を確保するとともに、公共施設
などによるサービスを最適かつ持続可能なものとする

公共施設の老朽化 財政状況の変化

人口減少、少子高齢化、ニーズの変化

　　　　 保有総量の適正化
・施設や行政サービスの必要性の検討
・施設保有総量の圧縮
・機能に基づく適正配置
・近隣自治体との連携

長寿命化と安全確保
・長寿命化を図る
 ための予防保全
・安全確保・耐震化

【新設】から【賢く長くていねいに使う】へ

3月16日、松井市長に答申書を手渡す鈴木会長（手前右）

経
営
視
点
で
市
業
務
の
再
構
築
を

第
3
期
行
財
政
改
革
審
議
会
が
答
申

第
3
期
掛
川
市
行
財
政
改
革
審

議
会
（
鈴
木
虎
之
助
会
長
）
が
3

月
16
日
、
第
2
次
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
（
平
成
25
〜
28
年
度
）
の
進

行
管
理
に
関
す
る
答
申
書
を
松
井

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

第
3
期
審
議
会
は
、
平
成
26
年

4
月
に
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て

設
置
。
2
年
間
に
わ
た
り
市
役
所

関
係
部
局
に
計
画
の
進
捗
状
況
の

確
認
を
行
い
、
企
業
経
営
視
点
や

市
民
目
線
で
見
直
し
の
進
め
方
や

効
果
額
の
算
定
方
法
な
ど
、審
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
28
年
度
末
ま

で
に
17
億
3
4
0
0
万
円
を
削
減

す
る
目
標
に
対
し
、
平
成
27
年
3

月
末
ま
で
の
実
績
は
9
億
9
0
0

万
円
（
達
成
率
53
%
）
で
す
。

答
申
で
は
行
革
の
方
向
性
と
し

て
、
削
減
と
増
収
の
両
輪
に
よ
る

財
政
健
全
化
、
職
員
の
改
革
意
識

に
よ
る
日
常
的
な
見
直
し
効
果
の

検
証
、
適
正
な
事
業
見
直
し
と
行

財
政
の
構
造
改
革
の
推
進
の
3
点

を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
問
題
提
起
と
し
て
、

公
共
施
設
の
管
理
と
指
定
管
理
者

制
度
の
運
用
や
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
適
正
な
受
益
者
負
担
、

市
業
務
の
外
部
委
託
の
推
進
、
既

得
権
益
の
打
破
と
外
郭
団
体
の
市

依
存
体
質
の
是
正
な
ど
を
指
摘
し

ま
し
た
。

市
は
行
革
審
の
意
見
を
重
く
受

け
止
め
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全

な
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

土砂災害
防災訓練

普段の備えが、命を守る

全国では、台
風や集中豪雨に
よる大雨の影響
で、急傾斜地の
崩壊や土石流、
地すべりなどの
土砂災害が発生
し、多くの尊い
命が失われてい
ます。
市内には土砂

災害危険箇所が
1,400か所以上あることから、今年度から
市内全域の同危険区域を対象に避難訓練を
実施します。災害から命を守る行動を確認
するため、積極的に訓練に参加しましょう。

資料提供
NPO法人　土砂災害防止広報センター

■市内全域の土砂災害危険区域内の住民
　※平成27年4月に配付した「防災ガイドブッ
　ク」で危険箇所が確認できます。

■住民
・防災ガイドブックで、「家庭の避難計
画」を作成、実際に避難をしましょう。

・避難を始めるタイミングや経路、時間な
どを確認しましょう。

・避難の際には「黄色いハンカチ」を掲出
しましょう。

■市内全域へ同報無線で情報発信
・8時　　　避難準備情報の発令
・8時30分　避難勧告の発令
・9時30分　避難勧告解除・訓練終了

対　象

訓練内容

5/29　  午前8時～9時30分日

次世代につなぐ公共施設改革
掛川市公共施設等総合管理計画を策定

企画政策課（　21-1127）

近い将来、公共施設の大規模改修や建て替えが集中します!
計画的で効率のよい公共施設管理のあり方を検討します

公共施設の安心・安全を確保し、総合的な管
理を進めるため、基本的な方向性を示す「掛
川市公共施設等総合管理計画」を策定しました。

計画期間は平成57年度ま
での30年間。今後は施設
の適正配置や予防保全な
どの取り組みを計画的に
進めていきます。

掛
川
市
に
は
、
学
校
や
集
会
施

設
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
、
建

物
の
老
朽
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
な
ど
、
施
設
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

市
が
保
有
し
、
昭
和
50
年
代
ま

で
に
整
備
さ
れ
た
施
設
は
、
近
い

将
来
、
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え

が
集
中
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
道
路
や
橋
、
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
も
、
老
朽
化
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
保
有
す
る
施
設

な
ど
を
、
現
状
の
ま
ま
使
い
続
け

る
た
め
に
は
多
額
の
更
新
費
用
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
社
会
保
障
費
の
増
加

な
ど
に
伴
い
、
既
存
施
設
の
更
新

費
用
に
充
て
る
こ
と
の
で
き
る
財

源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
進
展
に
あ
わ
せ
て

計
画
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
将

来
を
見
据
え
た
施
設
な
ど
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

行革
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企
画
政
策
課
（

　21

-

1
1
2
7
）

危機管理課（　21-1131）

公共施設などの管理の基本方針

現在保有する公共施設などの数や規模が変わらないことを前提
に、将来の更新費用を試算すると、1年あたり約70億円の費用が
見込まれます。
近年の社会保障費の増加などを考慮すると、既存施設の将来の更
新費用として使える財源は約40億円程度です。

　運営管理の適正化
・経費の縮減、収入の確保
・官民協働による運営
 管理

公共施設の安心・安全を確保するとともに、公共施設
などによるサービスを最適かつ持続可能なものとする

公共施設の老朽化 財政状況の変化

人口減少、少子高齢化、ニーズの変化

　　　　 保有総量の適正化
・施設や行政サービスの必要性の検討
・施設保有総量の圧縮
・機能に基づく適正配置
・近隣自治体との連携

長寿命化と安全確保
・長寿命化を図る
 ための予防保全
・安全確保・耐震化

【新設】から【賢く長くていねいに使う】へ

3月16日、松井市長に答申書を手渡す鈴木会長（手前右）

経
営
視
点
で
市
業
務
の
再
構
築
を

第
3
期
行
財
政
改
革
審
議
会
が
答
申

第
3
期
掛
川
市
行
財
政
改
革
審

議
会
（
鈴
木
虎
之
助
会
長
）
が
3

月
16
日
、
第
2
次
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
（
平
成
25
〜
28
年
度
）
の
進

行
管
理
に
関
す
る
答
申
書
を
松
井

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

第
3
期
審
議
会
は
、
平
成
26
年

4
月
に
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て

設
置
。
2
年
間
に
わ
た
り
市
役
所

関
係
部
局
に
計
画
の
進
捗
状
況
の

確
認
を
行
い
、
企
業
経
営
視
点
や

市
民
目
線
で
見
直
し
の
進
め
方
や

効
果
額
の
算
定
方
法
な
ど
、審
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
28
年
度
末
ま

で
に
17
億
3
4
0
0
万
円
を
削
減

す
る
目
標
に
対
し
、
平
成
27
年
3

月
末
ま
で
の
実
績
は
9
億
9
0
0

万
円
（
達
成
率
53
%
）
で
す
。

答
申
で
は
行
革
の
方
向
性
と
し

て
、
削
減
と
増
収
の
両
輪
に
よ
る

財
政
健
全
化
、
職
員
の
改
革
意
識

に
よ
る
日
常
的
な
見
直
し
効
果
の

検
証
、
適
正
な
事
業
見
直
し
と
行

財
政
の
構
造
改
革
の
推
進
の
3
点

を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
問
題
提
起
と
し
て
、

公
共
施
設
の
管
理
と
指
定
管
理
者

制
度
の
運
用
や
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
適
正
な
受
益
者
負
担
、

市
業
務
の
外
部
委
託
の
推
進
、
既

得
権
益
の
打
破
と
外
郭
団
体
の
市

依
存
体
質
の
是
正
な
ど
を
指
摘
し

ま
し
た
。

市
は
行
革
審
の
意
見
を
重
く
受

け
止
め
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全

な
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

土砂災害
防災訓練

普段の備えが、命を守る

全国では、台
風や集中豪雨に
よる大雨の影響
で、急傾斜地の
崩壊や土石流、
地すべりなどの
土砂災害が発生
し、多くの尊い
命が失われてい
ます。
市内には土砂

災害危険箇所が
1,400か所以上あることから、今年度から
市内全域の同危険区域を対象に避難訓練を
実施します。災害から命を守る行動を確認
するため、積極的に訓練に参加しましょう。

資料提供
NPO法人　土砂災害防止広報センター

■市内全域の土砂災害危険区域内の住民
　※平成27年4月に配付した「防災ガイドブッ
　ク」で危険箇所が確認できます。

■住民
・防災ガイドブックで、「家庭の避難計
画」を作成、実際に避難をしましょう。

・避難を始めるタイミングや経路、時間な
どを確認しましょう。

・避難の際には「黄色いハンカチ」を掲出
しましょう。

■市内全域へ同報無線で情報発信
・8時　　　避難準備情報の発令
・8時30分　避難勧告の発令
・9時30分　避難勧告解除・訓練終了

対　象

訓練内容

5/29　  午前8時～9時30分日

次世代につなぐ公共施設改革
掛川市公共施設等総合管理計画を策定

企画政策課（　21-1127）

近い将来、公共施設の大規模改修や建て替えが集中します!
計画的で効率のよい公共施設管理のあり方を検討します

公共施設の安心・安全を確保し、総合的な管
理を進めるため、基本的な方向性を示す「掛
川市公共施設等総合管理計画」を策定しました。

計画期間は平成57年度ま
での30年間。今後は施設
の適正配置や予防保全な
どの取り組みを計画的に
進めていきます。

掛
川
市
に
は
、
学
校
や
集
会
施

設
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
、
建

物
の
老
朽
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
な
ど
、
施
設
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

市
が
保
有
し
、
昭
和
50
年
代
ま

で
に
整
備
さ
れ
た
施
設
は
、
近
い

将
来
、
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え

が
集
中
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
道
路
や
橋
、
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
も
、
老
朽
化
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
保
有
す
る
施
設

な
ど
を
、
現
状
の
ま
ま
使
い
続
け

る
た
め
に
は
多
額
の
更
新
費
用
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
社
会
保
障
費
の
増
加

な
ど
に
伴
い
、
既
存
施
設
の
更
新

費
用
に
充
て
る
こ
と
の
で
き
る
財

源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
進
展
に
あ
わ
せ
て

計
画
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
将

来
を
見
据
え
た
施
設
な
ど
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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新しい条例・計画を紹介
GYOSEI-INFORMATION

新しい条例・計画を紹介
GYOSEI-INFORMATION

川
市
は
今
年
3
月
、
障
が

い
者
の
就
労
に
市
、
企
業
、

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
協
働
の
精
神
を

も
っ
て
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
、

取
り
組
む
べ
き
役
割
を
決
め
た

「
障
が
い
の
あ
る
人
の
『
働
き
た

い
』
を
か
な
え
る
条
例
」
を
制
定

し
、
4
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

条
例
で
は
、
障
が
い
者
が
特
性

に
応
じ
て
能
力
を
発
揮
で
き
、
労

働
者
の
一
員
と
し
て
社
会
経
済
活

動
に
参
加
す
る
機
会
を
確
保
す
る

こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
に
、
▽

市
は
、
障
が
い
者
が
仕
事
を
持
て

る
よ
う
な
施
策
を
立
て
、
国
や
県
、

企
業
、
市
民
と
協
力
し
て
実
施
す

る
▽
事
業
主
は
、
障
が
い
者
の
働

き
口
や
働
き
や
す
い
職
場
を
作
る

▽
商
工
会
議
所
、
商
工
会
は
、会
社

や
商
店
な
ど
に
必
要
な
情
報
の
提

供
・
助
言
を
す
る
▽
市
民
は
、理
解

を
深
め
、
市
が
行
う
施
策
に
協
力

掛市

す

す
る

｜

以
上
の
役
割
や
義
務
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
当
時
、
就
労
を
希
望

し
な
が
ら
働
け
て
い
な
い
障
が
い

者
は
約
5
0
0
人
。
そ
の
誰
も
が

仕
事
を
持
ち
、
自
立
し
た
暮
ら
し

が
送
れ
る
よ
う
、
市
は
平
成
25
・

26
年
度
、
坂
本
光
司
さ
ん
（
法
政

大
学
大
学
院
教
授
）を
会
長
に
推
進

協
議
会
を
組
織
し
、障
が
い
者
新
規

就
労
5
0
0
人
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

有
識
者
や
関
係
者
と
の
協
議
を

重
ね
、
本
条
例
の
制
定
の
ほ
か
、

平
成
27
年
4
月
に
は
、
障
が
い
者

が
仕
事
を
見
つ
け
、
長
く
そ
の
仕

事
に
就
け
る
よ
う
、
「
5
0
0
人

サ
ポ
ー
ト
推
進
室
」
を
市
役
所
内

に
開
設
し
ま
し
た
。

オ
ー
ル
掛
川
で
、誰
も
が
仕
事
を

持
ち
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

長
と
教
育
委
員
会
が
意
思

疎
通
を
図
り
教
育
行
政
を

進
め
る
た
め
、
平
成
27
年
4
月
か

ら
新
教
育
委
員
会
制
度
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
掛
川

市
で
は
教
育
や
文
化
振
興
の
総
合

的
な
施
策
の
目
標
や
根
本
的
な
方

針
を
定
め
る
「
教
育
大
綱
か
け
が

わ
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
「
希
望
」
を
持

ち
、
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
抱
き

な
が
ら
、
地
域
で
も
国
際
社
会
で

も
活
躍
す
る
た
く
ま
し
い
人
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
い
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
、
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
視

点
で
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

目
標
と
す
る
人
物
像
と
し
て
、

①
変
化
の
激
し
い
社
会
で
生
き
抜

く
力
を
備
え
て
い
る
ひ
と
②
多
様
な

人
々
を
結
び
、地
域
で
も
グ
ロ
ー
バ

ル
に
も
活
躍
で
き
る
ひ
と
③
高
い

べ
て
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
場

面
へ
積
極
的
に
参
画
し
、

男
女
双
方
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

社
会
づ
く
り
の
た
め
、
市
男
女
共

同
参
画
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、

4
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

新
し
い
条
例
で
は
、
平
成
27
年

8
月
に
成
立
し
た
女
性
活
躍
推
進

法
も
視
野
に
置
き
、
▽
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
暴
力
的
行
為
の
根
絶
▽
市

民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
が
役
割

や
責
任
を
自
覚
し
連
携
を
図
る
協

働
の
理
念
▽
政
策
・
方
針
決
定
へ

の
女
性
の
参
画
拡
大
を
促
進
す
る

た
め
、
審
査
会
や
審
議
会
、
調
査

会
な
ど
の
各
種
委
員
の
男
女
比
率

を
形
式
的
で
は
な
く
実
質
的
な
平

等
へ
移
行
す
る
こ
と

｜

な
ど
が
明

文
化
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
委
員
会
な
ど
へ
の
女
性
登

用
状
況
は
、
平
成
19
年
の
25
・
８

%
に
比
べ
、
平
成
27
年
に
は
31
・

目
標
を
持
ち
、

新
た
な
価
値

の
創
造
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る

ひ
と
④
自
立

す
る
心
を
持

ち
、他
者
の

考
え
や
痛
み
に
共
感
で
き
る
ひ
と

⑤
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
に
高

め
て
い
く
ひ
と
の
5
つ
を
掲
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
姿
を
達
成
す

る
た
め
、
▽
志
と
学
ぶ
意
欲
を
育

て
る
人
づ
く
り
▽
市
民
総
ぐ
る
み

に
よ
る
学
び
の
環
境
づ
く
り
▽
未

来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り

｜

を
基
本

方
針
に
定
め
ま
し
た
。

大
綱
は
、
市
の
各
種
個
別
計
画

に
反
映
（
右
図
）
さ
れ
ま
す
。
ま

た
市
総
合
計
画
（
2
〜
5
㌻
参

照
）
と
大
綱
を
連
動
さ
せ
る
た

め
、
計
画
期
間
を
整
合
さ
せ
て
い

ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の

「
働
き
た
い
」

を
か
な
え
る
条
例
施
行

市
民
、
医
療
機
関
、
行
政
の

役
割
と
施
策
の
実
施
を
規
定

健
康
医
療
基
本
条
例
施
行

地
域
完
結
型
の

医
療
体
制
の
確
立
へ

福祉課（　21-1139）

地域医療推進課（　21-1324）生涯学習協働推進課（　21-1129）

企画政策課（　21-1127）

子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
ち
、

た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と
を
願
う

教
育
大
綱
ま
と
ま
る

子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に

男
女
共
同
参
画
条
例
が

改
正
さ
れ
、
実
質
的
な

平
等
へ
の
移
行
を
明
示

男
女
が
と
も
に
仕
事
で

活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

19
%
に
な
る
な
ど
数
字
的
に
は
伸

び
て
い
る
も
の
の
、
同
じ
委
員
が

複
数
の
会
で
選
任
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
ま
た
、
地
域
で
の

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が
根
強

く
、
地
域
な
ど
が
抱
え
る
課
題
解

決
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
が
生

か
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
地

域
活
動
で
女
性
の
活
躍
で
き
る
場

が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
市
長
は

平
成
26
年
5
月
に
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
へ
諮
問
。
同
会
が
検
討

を
重
ね
た
結
果
を
条
例
に
反
映
し
ま

し
た
。改
正
さ
れ
た
条
例
で
は
、
す

べ
て
の
人
の
参
画
す
る
機
会
や
行

動
を
制
約
す
る
要
因
を
取
り
除

き
、
「
男
女
が
と
も
に
生
活
を
基

盤
に
仕
事
で
活
躍
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
長
寿
社
会
を
形
成
す
る

た
め
、
市
民
が
安
心
し
て

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
完
結
型
の
医
療

体
制
の
確
立
を
目
指
す
「
健
康
医

療
基
本
条
例
」
が
市
議
会
特
別
委

員
会
の
発
議
に
よ
っ
て
制
定
さ

れ
、
4
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　
条
例
で
は
「
健
康
長
寿
は
市
民

自
ら
が
行
う
健
康
管
理
・
増
進
の

努
力
を
基
礎
と
し
、
医
療
、
保
健
、

福
祉
お
よ
び
介
護
の
密
接
な
連
携

の
下
に
推
進
す
る
こ
と
」
「
地
域

医
療
は
地
域
全
体
で
推
進
す
る
こ

と
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
市

民
、
医
療
機
関
、
市
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
に
は
、
健
康
管
理
に
努
め

な
が
ら
超
高
齢
社
会
で
も
自
分
ら

し
く
生
き
抜
く
こ
と
を
目
指
し
、

自
ら
が
望
む
人
生
の
最
終
段
階
の

医
療
や
過
ご
し
方
を
書
き
留
め
、

近
親
者
と
意
思
疎
通
に
努
め
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
医

療
機
関
に
は
、
相
互
の
機
能
の
分

担
や
業
務
の
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

「
ふ
く
し
あ
」
を
拠
点
に
し
た
包

括
的
な
支
援
や
地
域
医
療
体
制
の

推
進
、
医
療
従
事
者
の
確
保
、
教

育
や
啓
発
な
ど
の
広
報
広
聴
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
民
や
医
師
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、
中
東
遠
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
、市
民
団
体
な
ど

と
市
が
お
互
い
に
連
携
・
協
働
し

な
が
ら
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
支

援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

最
期
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
医
療
環
境
を
確

保
し
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
ざ
し

掛川市文化振興計画
  期間 H27～36（10年）

掛川市総合計画
（掛川市地域創生総合戦略）
  期間 H28～37（10年）

3つの日本一  教育・文化  健康・子育て  環境

教育大綱かけがわ
期間 H28～37（10年）

人づくり構想かけがわ
（掛川市教育振興基本計画　後期）

期間 H26～30（5年）

掛川市子ども・子育て支援事業計画
期間 H27～31（5年）

誰
も
が
仕
事
を
持
ち
明
る
く
暮

ら
せ
る
よ
う
に
役
割
を
明
文
化

市役所1階に開設している推進室

ふくしあ健康相談で健康チェック

女性の参画が目立つ防災リーダー研修
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新しい条例・計画を紹介
GYOSEI-INFORMATION

新しい条例・計画を紹介
GYOSEI-INFORMATION

川
市
は
今
年
3
月
、
障
が

い
者
の
就
労
に
市
、
企
業
、

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
協
働
の
精
神
を

も
っ
て
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
、

取
り
組
む
べ
き
役
割
を
決
め
た

「
障
が
い
の
あ
る
人
の
『
働
き
た

い
』
を
か
な
え
る
条
例
」
を
制
定

し
、
4
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

条
例
で
は
、
障
が
い
者
が
特
性

に
応
じ
て
能
力
を
発
揮
で
き
、
労

働
者
の
一
員
と
し
て
社
会
経
済
活

動
に
参
加
す
る
機
会
を
確
保
す
る

こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
に
、
▽

市
は
、
障
が
い
者
が
仕
事
を
持
て

る
よ
う
な
施
策
を
立
て
、
国
や
県
、

企
業
、
市
民
と
協
力
し
て
実
施
す

る
▽
事
業
主
は
、
障
が
い
者
の
働

き
口
や
働
き
や
す
い
職
場
を
作
る

▽
商
工
会
議
所
、
商
工
会
は
、会
社

や
商
店
な
ど
に
必
要
な
情
報
の
提

供
・
助
言
を
す
る
▽
市
民
は
、理
解

を
深
め
、
市
が
行
う
施
策
に
協
力

掛市

す

す
る

｜

以
上
の
役
割
や
義
務
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
当
時
、
就
労
を
希
望

し
な
が
ら
働
け
て
い
な
い
障
が
い

者
は
約
5
0
0
人
。
そ
の
誰
も
が

仕
事
を
持
ち
、
自
立
し
た
暮
ら
し

が
送
れ
る
よ
う
、
市
は
平
成
25
・

26
年
度
、
坂
本
光
司
さ
ん
（
法
政

大
学
大
学
院
教
授
）を
会
長
に
推
進

協
議
会
を
組
織
し
、障
が
い
者
新
規

就
労
5
0
0
人
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

有
識
者
や
関
係
者
と
の
協
議
を

重
ね
、
本
条
例
の
制
定
の
ほ
か
、

平
成
27
年
4
月
に
は
、
障
が
い
者

が
仕
事
を
見
つ
け
、
長
く
そ
の
仕

事
に
就
け
る
よ
う
、
「
5
0
0
人

サ
ポ
ー
ト
推
進
室
」
を
市
役
所
内

に
開
設
し
ま
し
た
。

オ
ー
ル
掛
川
で
、誰
も
が
仕
事
を

持
ち
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

長
と
教
育
委
員
会
が
意
思

疎
通
を
図
り
教
育
行
政
を

進
め
る
た
め
、
平
成
27
年
4
月
か

ら
新
教
育
委
員
会
制
度
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
掛
川

市
で
は
教
育
や
文
化
振
興
の
総
合

的
な
施
策
の
目
標
や
根
本
的
な
方

針
を
定
め
る
「
教
育
大
綱
か
け
が

わ
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
「
希
望
」
を
持

ち
、
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
抱
き

な
が
ら
、
地
域
で
も
国
際
社
会
で

も
活
躍
す
る
た
く
ま
し
い
人
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
い
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
、
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
視

点
で
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

目
標
と
す
る
人
物
像
と
し
て
、

①
変
化
の
激
し
い
社
会
で
生
き
抜

く
力
を
備
え
て
い
る
ひ
と
②
多
様
な

人
々
を
結
び
、地
域
で
も
グ
ロ
ー
バ

ル
に
も
活
躍
で
き
る
ひ
と
③
高
い

べ
て
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
場

面
へ
積
極
的
に
参
画
し
、

男
女
双
方
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

社
会
づ
く
り
の
た
め
、
市
男
女
共

同
参
画
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、

4
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

新
し
い
条
例
で
は
、
平
成
27
年

8
月
に
成
立
し
た
女
性
活
躍
推
進

法
も
視
野
に
置
き
、
▽
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
暴
力
的
行
為
の
根
絶
▽
市

民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
が
役
割

や
責
任
を
自
覚
し
連
携
を
図
る
協

働
の
理
念
▽
政
策
・
方
針
決
定
へ

の
女
性
の
参
画
拡
大
を
促
進
す
る

た
め
、
審
査
会
や
審
議
会
、
調
査

会
な
ど
の
各
種
委
員
の
男
女
比
率

を
形
式
的
で
は
な
く
実
質
的
な
平

等
へ
移
行
す
る
こ
と

｜

な
ど
が
明

文
化
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
委
員
会
な
ど
へ
の
女
性
登

用
状
況
は
、
平
成
19
年
の
25
・
８

%
に
比
べ
、
平
成
27
年
に
は
31
・

目
標
を
持
ち
、

新
た
な
価
値

の
創
造
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る

ひ
と
④
自
立

す
る
心
を
持

ち
、他
者
の

考
え
や
痛
み
に
共
感
で
き
る
ひ
と

⑤
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
に
高

め
て
い
く
ひ
と
の
5
つ
を
掲
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
姿
を
達
成
す

る
た
め
、
▽
志
と
学
ぶ
意
欲
を
育

て
る
人
づ
く
り
▽
市
民
総
ぐ
る
み

に
よ
る
学
び
の
環
境
づ
く
り
▽
未

来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り

｜

を
基
本

方
針
に
定
め
ま
し
た
。

大
綱
は
、
市
の
各
種
個
別
計
画

に
反
映
（
右
図
）
さ
れ
ま
す
。
ま

た
市
総
合
計
画
（
2
〜
5
㌻
参

照
）
と
大
綱
を
連
動
さ
せ
る
た

め
、
計
画
期
間
を
整
合
さ
せ
て
い

ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の

「
働
き
た
い
」

を
か
な
え
る
条
例
施
行

市
民
、
医
療
機
関
、
行
政
の

役
割
と
施
策
の
実
施
を
規
定

健
康
医
療
基
本
条
例
施
行

地
域
完
結
型
の

医
療
体
制
の
確
立
へ

福祉課（　21-1139）

地域医療推進課（　21-1324）生涯学習協働推進課（　21-1129）

企画政策課（　21-1127）

子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
ち
、

た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と
を
願
う

教
育
大
綱
ま
と
ま
る

子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に

男
女
共
同
参
画
条
例
が

改
正
さ
れ
、
実
質
的
な

平
等
へ
の
移
行
を
明
示

男
女
が
と
も
に
仕
事
で

活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

19
%
に
な
る
な
ど
数
字
的
に
は
伸

び
て
い
る
も
の
の
、
同
じ
委
員
が

複
数
の
会
で
選
任
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
ま
た
、
地
域
で
の

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が
根
強

く
、
地
域
な
ど
が
抱
え
る
課
題
解

決
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
が
生

か
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
地

域
活
動
で
女
性
の
活
躍
で
き
る
場

が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
市
長
は

平
成
26
年
5
月
に
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
へ
諮
問
。
同
会
が
検
討

を
重
ね
た
結
果
を
条
例
に
反
映
し
ま

し
た
。改
正
さ
れ
た
条
例
で
は
、
す

べ
て
の
人
の
参
画
す
る
機
会
や
行

動
を
制
約
す
る
要
因
を
取
り
除

き
、
「
男
女
が
と
も
に
生
活
を
基

盤
に
仕
事
で
活
躍
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
長
寿
社
会
を
形
成
す
る

た
め
、
市
民
が
安
心
し
て

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
完
結
型
の
医
療

体
制
の
確
立
を
目
指
す
「
健
康
医

療
基
本
条
例
」
が
市
議
会
特
別
委

員
会
の
発
議
に
よ
っ
て
制
定
さ

れ
、
4
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　
条
例
で
は
「
健
康
長
寿
は
市
民

自
ら
が
行
う
健
康
管
理
・
増
進
の

努
力
を
基
礎
と
し
、
医
療
、
保
健
、

福
祉
お
よ
び
介
護
の
密
接
な
連
携

の
下
に
推
進
す
る
こ
と
」
「
地
域

医
療
は
地
域
全
体
で
推
進
す
る
こ

と
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
市

民
、
医
療
機
関
、
市
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
に
は
、
健
康
管
理
に
努
め

な
が
ら
超
高
齢
社
会
で
も
自
分
ら

し
く
生
き
抜
く
こ
と
を
目
指
し
、

自
ら
が
望
む
人
生
の
最
終
段
階
の

医
療
や
過
ご
し
方
を
書
き
留
め
、

近
親
者
と
意
思
疎
通
に
努
め
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
医

療
機
関
に
は
、
相
互
の
機
能
の
分

担
や
業
務
の
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

「
ふ
く
し
あ
」
を
拠
点
に
し
た
包

括
的
な
支
援
や
地
域
医
療
体
制
の

推
進
、
医
療
従
事
者
の
確
保
、
教

育
や
啓
発
な
ど
の
広
報
広
聴
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
民
や
医
師
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、
中
東
遠
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
、市
民
団
体
な
ど

と
市
が
お
互
い
に
連
携
・
協
働
し

な
が
ら
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
支

援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

最
期
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
医
療
環
境
を
確

保
し
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
ざ
し

掛川市文化振興計画
  期間 H27～36（10年）

掛川市総合計画
（掛川市地域創生総合戦略）
  期間 H28～37（10年）

3つの日本一  教育・文化  健康・子育て  環境

教育大綱かけがわ
期間 H28～37（10年）

人づくり構想かけがわ
（掛川市教育振興基本計画　後期）

期間 H26～30（5年）

掛川市子ども・子育て支援事業計画
期間 H27～31（5年）

誰
も
が
仕
事
を
持
ち
明
る
く
暮

ら
せ
る
よ
う
に
役
割
を
明
文
化

市役所1階に開設している推進室

ふくしあ健康相談で健康チェック
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消
防
本
部
総
務
課
（

　21

-

6
1
0
1
）

地
域
・
家
族
・
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

平
成
28
年
度
掛
川
市
消
防
団
始
動

地
域
密
着
型
の
消
防
団
活
動

大
規
模
地
震
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
風
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
は
毎
年

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
住
民
で

構
成
さ
れ
る
消
防
団
の
ニ
ー
ズ
は
、消
火
活
動

や
避
難
誘
導
な
ど
、
災
害
時
の
地
域
防
災
の

要
と
し
て
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

3
月
27
日
、
入
退
団
式
が
さ
ん
り
ー
な
で

行
わ
れ
、
団
本
部
や
ラ
ッ
パ
隊
、
予
防
指
導

隊
、
10
方
面
30
分
団
の
う
ち
5
6
7
人
が
集

結
。１
２
１
人
の
退
団
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

と
と
も
に
、
１
２
２
人
の
新
入
団
員
の
今
後

の
活
動
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

消
防
団
は
、
自
身
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
平
常

時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
住
民
の
安
全
と
安
心

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
団
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
発

生
す
る
災
害
を
想
定
し
、
休
日
や
夜
間
を
利

用
し
て
放
水
訓
練
や
水
防
演
習
な
ど
の
訓
練

を
重
ね
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練
で
は
、
自
主

防
災
会
と
連
携
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

地
元
で
暮
ら
す
団
員
が
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
使
命
感
を

も
ち
、
地
域
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
消

防
団
活
動
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
住
民

と
顔
が
見
え
る
関
係

を
築
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
消
防
団
活
動

に
つ
い
て
、
地
域
や
企

業
、家
庭
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
新
入
団
員

第
一

=

池
田
航
介
、
堀
内
雄
介
、
片
桐
竜
、
西

山
口

=

榛
葉
卓
也
、
三
ツ
谷
康
徳
、
菅
沼
遊
、

永
田
翔
也
、
駅
南

=

佐
藤
公
哉
、
大
橋
侑
一
郞
、

上
内
田

=

谷
川
航
紀
、
岩
佐
隆
嗣
、
久
保
田

綾
、
福
田
卓
也
、
堀
川
祐
輔
、
鈴
木
啓
嗣
、
髙

柳
昌
矢
、
亀
井
宏
明
、
掛
川

=

兵
藤
有
亮
、
中

央

=

中
山
周
治
、
田
邊
裕
也
、
山
本
和
摩
、
小

柳
津
宏
祐
、
掛
二

=

本
間
利
宏
、
廣
岡
俊
介
、

東
山
口

=

海
堀
敦
也
、
鈴
木
一
成
、
河
本
雅
光
、

日
坂

=

山
城
裕
太
郎
、
斎
藤
啓
貴
、
松
永
雄
太
、

望
月
良
俊
、
東
山

=

萩
原
渉
、
松
浦
由
朋
、
杉

山
佳
弘
、
永
井
広
紀
、
粟
本

=

和
田
尚
之
、
本

村
一
茂
、
鈴
木
聡
、
榛
葉
雄
一
、
村
田
将
平
、

西
郷

=

大
井
達
正
、
桑
野
尭
秀
、
鈴
木
敬
太
、

山
本
啓
太
、
倉
真

=

児
玉
拓
郎
、
杉
村
亮
太
、

熊
藪
美
智
夫
、
原
谷

=

豊
田
浩
士
、
榊
原
拓
也
、

山
本
大
晟
、
山
本
柊
一
郎
、
塩
川
将
吾
、
原
田

=

戸
塚
幸
一
、
和
田
朋
也
、
山
本
晃
大
、
高
木

那
由
田
、
原
泉

=

伊
藤
将
隆
、
佐
藤
翔
、
曽
我

き
み
や

り
ょ
う

た
か
つ
ぐ

ま
さ
ゆ
き

の
り
ひ
と

た
か
や

か
ん
じ

だ
い
す
け

も
と
し

ま
こ
と

し
ょ
う

や

り
ゅ
う

や

り
ょ
う
へい

な
い

ひ

じ

は
や
め

の
り
ひ
ろ

り
ゅ
う

や

う
み
ほ
り

た
か
ゆ
き

た
か
ひ
で

た
い
せ
い

ひ
ろ

し

ゆ
う
す
け

よ
し
と
も

ひ
ろ

し

=

高
橋
優
之
、
松
井
雷
他
、
松
浦
貴
裕
、
松
浦
大

悟
、
桜
木
東

=

青
山
規
人
、
桜
木
西

=

山
崎
大
亮
、

竹
下
智
啓
、
田
宮
亮
、
大
庭
竜
也
、
和
田
岡

=

村

松
巧
也
、
大
庭
直
人
、
小
林
駿
介
、
大
東
第
一

=

赤
堀
久
雄
、
藤
原
大
樹
、
赤
堀
秀
行
、
松
永
和
樹
、

赤
堀
亮
太
、
大
東
第
二

=

荒
木
佑
一
、
本
間
勇
気
、

二
村
翔
吾
、
小
池
尊
也
、
冨
口
駿
馬
、
宇
田
将
也
、

大
東
第
三

=

赤
堀
康
平
、
清
水
健
吾
、
川
本
竜
也
、

有
海
鉄
兵
、
山
崎
満
、
大
東
第
四

=

溝
口
綾
兵
、

大
嶋
崇
之
、
渡
邊
和
馬
、
山
崎
幸
宏
、
大
東
第
五

=

久
保
田
和
也
、
石
川
佳
希
、
加
藤
一
浩
、
栗
田

佑
亮
、
鈴
木
政
人
、
大
東
第
六

=

日
内
地
隆
介
、

松
下
拓
矢
、
松
下
侃
司
、
大
須
賀
第
一

=

金
原
謙
、

柿
田
泰
輔
、
粂
田
恭
平
、
松
本
和
隆
、
平
松
大
典
、

大
澤
征
也
、
深
谷
允
、
清
水
政
起
、
大
須
賀
第
二

=

伊
藤
隆
史
、
加
藤
健
洋
、
北
條
勇
斗
、
鈴
木
剣

吾
、
田
川
達
也
、
中
村
武
、
大
須
賀
第
三

=

大
石

和
永
、
大
石
基
史
、
杉
山
良
太
、
大
須
賀
第
四

=

金
原
康
通
、
赤
堀
哲
也
、
大
石
雄
介
、
戸
塚
裕
太
、

松
本
和
也
、
増
田
哲
尋
、
赤
堀
力
生
（
敬
称
略
）

平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」を
作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。 KAKEGAWA  WAY 検索

市
消
防
団
の
分
団
員
だ
っ
た
こ
ろ
、
台
風
の
時
に
見

た
衝
撃
的
な
光
景
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
住
民

か
ら
の
連
絡
で
出
動
す
る
と
、
そ
の
方
の
自
宅
裏
に
あ

る
山
の
斜
面
か
ら
大
量
の
水
が
流
出
。
崩
落
の
危
険
を

感
じ
、
住
民
の
避
難
誘
導
や
分
団
の
撤
収
の
判
断
を
し

ま
し
た
。
翌
日
パ
ト
ロ
ー
ル
に
行
く
と
、
裏
山
は
崩
れ
、

家
の
1
階
部
分
は
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
と
き
一

瞬
の
判
断
を
誤
っ
て
い
た
ら
、
住
民
と
団
員
の
命
は
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
災
害
の
知

識
や
実
践
的
な
訓
練
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

市
民
は
消
防
団
を
頼
り
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
団

員
が
活
動
・
入
団
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
、
現
場
重

視
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
で
き
る
消
防
団
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
普
段
か
ら
、
休
日
や
夜
間
も
ポ
ン
プ
車
や

可
搬
ポ
ン
プ
、
防
火
水
槽
な
ど
の
点
検
や
訓
練
を
し
て

い
ま
す
。
地
元
の
小
学
生
と
の
夜
間
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

や
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
消
防
車
へ
の
体
験
乗
車
な

ど
も
行
い
ま
す
。
活
動
内
容
を
地
域
に
公
開
し
て
、
協

力
で
き
る
こ
と
は
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
を
し
て
き
て
良
か
っ
た
の
は
、
親
世

代
の
方
た
ち
に
ま
で
交
流
範
囲
が
広
が
り
、
深
ま
っ
た

こ
と
で
、
地
元
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

今
、
地
元
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、
消
防
団
O
B
や

現
役
の
団
員
、
地
元
の
若
者
約
50
人
で
作
る
グ
ル
ー
プ

「
ぴ
か
っ
と
倉
真
」
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
良
さ
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
人
が

住
ん
で
く
れ
る
ま
ち
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
消

防
団
が
主
導
し
て
、
防
災
訓
練
や
地
域
活
動
に
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
す
れ
ば
、
お
互
い
に
連
携
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
合
っ
た
訓
練
を
取
り
入
れ
、

新
し
く
そ
の
地
域
に
来
た
人
も
一
緒
に
防
災
に
取
り
組

む
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

新
し
く
地
域
に
来
た
人
も
一
緒
に

防
災
に
取
り
組
む
ス
タ
イ
ル
を
作
り
た
い

新
し
く
地
域
に
来
た
人
も
一
緒
に

防
災
に
取
り
組
む
ス
タ
イ
ル
を
作
り
た
い

とき の

と
き

の

す

掛川市消防団団長。平成14年倉真分団入
団。分団長、第4方面隊長、副団長とし
て現場や本部での経験を積み、今年度よ
り現職。平成27年度県消防協会特別功労
賞受賞。災害時に動ける消防団づくりの
ほか、地元の活性化を目指す活動にも仲
間とともに力を入れている。

遠藤健太郎さん（倉真）

平成28年度入退団式の様子
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消
防
本
部
総
務
課
（

　21

-

6
1
0
1
）

地
域
・
家
族
・
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

平
成
28
年
度
掛
川
市
消
防
団
始
動

地
域
密
着
型
の
消
防
団
活
動

大
規
模
地
震
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
風
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
は
毎
年

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
住
民
で

構
成
さ
れ
る
消
防
団
の
ニ
ー
ズ
は
、消
火
活
動

や
避
難
誘
導
な
ど
、
災
害
時
の
地
域
防
災
の

要
と
し
て
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

3
月
27
日
、
入
退
団
式
が
さ
ん
り
ー
な
で

行
わ
れ
、
団
本
部
や
ラ
ッ
パ
隊
、
予
防
指
導

隊
、
10
方
面
30
分
団
の
う
ち
5
6
7
人
が
集

結
。１
２
１
人
の
退
団
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

と
と
も
に
、
１
２
２
人
の
新
入
団
員
の
今
後

の
活
動
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

消
防
団
は
、
自
身
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
平
常

時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
住
民
の
安
全
と
安
心

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
団
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
発

生
す
る
災
害
を
想
定
し
、
休
日
や
夜
間
を
利

用
し
て
放
水
訓
練
や
水
防
演
習
な
ど
の
訓
練

を
重
ね
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練
で
は
、
自
主

防
災
会
と
連
携
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

地
元
で
暮
ら
す
団
員
が
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
使
命
感
を

も
ち
、
地
域
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
消

防
団
活
動
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
住
民

と
顔
が
見
え
る
関
係

を
築
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
消
防
団
活
動

に
つ
い
て
、
地
域
や
企

業
、家
庭
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
新
入
団
員

第
一

=

池
田
航
介
、
堀
内
雄
介
、
片
桐
竜
、
西

山
口

=

榛
葉
卓
也
、
三
ツ
谷
康
徳
、
菅
沼
遊
、

永
田
翔
也
、
駅
南

=

佐
藤
公
哉
、
大
橋
侑
一
郞
、

上
内
田

=

谷
川
航
紀
、
岩
佐
隆
嗣
、
久
保
田

綾
、
福
田
卓
也
、
堀
川
祐
輔
、
鈴
木
啓
嗣
、
髙

柳
昌
矢
、
亀
井
宏
明
、
掛
川

=

兵
藤
有
亮
、
中

央

=

中
山
周
治
、
田
邊
裕
也
、
山
本
和
摩
、
小

柳
津
宏
祐
、
掛
二

=

本
間
利
宏
、
廣
岡
俊
介
、

東
山
口

=

海
堀
敦
也
、
鈴
木
一
成
、
河
本
雅
光
、

日
坂

=

山
城
裕
太
郎
、
斎
藤
啓
貴
、
松
永
雄
太
、

望
月
良
俊
、
東
山

=

萩
原
渉
、
松
浦
由
朋
、
杉

山
佳
弘
、
永
井
広
紀
、
粟
本

=

和
田
尚
之
、
本

村
一
茂
、
鈴
木
聡
、
榛
葉
雄
一
、
村
田
将
平
、

西
郷

=

大
井
達
正
、
桑
野
尭
秀
、
鈴
木
敬
太
、

山
本
啓
太
、
倉
真

=

児
玉
拓
郎
、
杉
村
亮
太
、

熊
藪
美
智
夫
、
原
谷

=

豊
田
浩
士
、
榊
原
拓
也
、

山
本
大
晟
、
山
本
柊
一
郎
、
塩
川
将
吾
、
原
田

=

戸
塚
幸
一
、
和
田
朋
也
、
山
本
晃
大
、
高
木

那
由
田
、
原
泉

=

伊
藤
将
隆
、
佐
藤
翔
、
曽
我

き
み
や

り
ょ
う

た
か
つ
ぐ

ま
さ
ゆ
き

の
り
ひ
と

た
か
や

か
ん
じ

だ
い
す
け

も
と
し

ま
こ
と

し
ょ
う

や

り
ゅ
う

や

り
ょ
う
へい

な
い

ひ

じ

は
や
め

の
り
ひ
ろ

り
ゅ
う

や

う
み
ほ
り

た
か
ゆ
き

た
か
ひ
で

た
い
せ
い

ひ
ろ

し

ゆ
う
す
け

よ
し
と
も

ひ
ろ

し

=

高
橋
優
之
、
松
井
雷
他
、
松
浦
貴
裕
、
松
浦
大

悟
、
桜
木
東

=

青
山
規
人
、
桜
木
西

=

山
崎
大
亮
、

竹
下
智
啓
、
田
宮
亮
、
大
庭
竜
也
、
和
田
岡

=

村

松
巧
也
、
大
庭
直
人
、
小
林
駿
介
、
大
東
第
一

=

赤
堀
久
雄
、
藤
原
大
樹
、
赤
堀
秀
行
、
松
永
和
樹
、

赤
堀
亮
太
、
大
東
第
二

=

荒
木
佑
一
、
本
間
勇
気
、

二
村
翔
吾
、
小
池
尊
也
、
冨
口
駿
馬
、
宇
田
将
也
、

大
東
第
三

=

赤
堀
康
平
、
清
水
健
吾
、
川
本
竜
也
、

有
海
鉄
兵
、
山
崎
満
、
大
東
第
四

=

溝
口
綾
兵
、

大
嶋
崇
之
、
渡
邊
和
馬
、
山
崎
幸
宏
、
大
東
第
五

=

久
保
田
和
也
、
石
川
佳
希
、
加
藤
一
浩
、
栗
田

佑
亮
、
鈴
木
政
人
、
大
東
第
六

=

日
内
地
隆
介
、

松
下
拓
矢
、
松
下
侃
司
、
大
須
賀
第
一

=
金
原
謙
、

柿
田
泰
輔
、
粂
田
恭
平
、
松
本
和
隆
、
平
松
大
典
、

大
澤
征
也
、
深
谷
允
、
清
水
政
起
、
大
須
賀
第
二

=

伊
藤
隆
史
、
加
藤
健
洋
、
北
條
勇
斗
、
鈴
木
剣

吾
、
田
川
達
也
、
中
村
武
、
大
須
賀
第
三

=

大
石

和
永
、
大
石
基
史
、
杉
山
良
太
、
大
須
賀
第
四

=

金
原
康
通
、
赤
堀
哲
也
、
大
石
雄
介
、
戸
塚
裕
太
、

松
本
和
也
、
増
田
哲
尋
、
赤
堀
力
生
（
敬
称
略
）

平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」を
作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。 KAKEGAWA  WAY 検索

市
消
防
団
の
分
団
員
だ
っ
た
こ
ろ
、
台
風
の
時
に
見

た
衝
撃
的
な
光
景
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
住
民

か
ら
の
連
絡
で
出
動
す
る
と
、
そ
の
方
の
自
宅
裏
に
あ

る
山
の
斜
面
か
ら
大
量
の
水
が
流
出
。
崩
落
の
危
険
を

感
じ
、
住
民
の
避
難
誘
導
や
分
団
の
撤
収
の
判
断
を
し

ま
し
た
。
翌
日
パ
ト
ロ
ー
ル
に
行
く
と
、
裏
山
は
崩
れ
、

家
の
1
階
部
分
は
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
と
き
一

瞬
の
判
断
を
誤
っ
て
い
た
ら
、
住
民
と
団
員
の
命
は
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
災
害
の
知

識
や
実
践
的
な
訓
練
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

市
民
は
消
防
団
を
頼
り
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
団

員
が
活
動
・
入
団
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
、
現
場
重

視
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
で
き
る
消
防
団
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
普
段
か
ら
、
休
日
や
夜
間
も
ポ
ン
プ
車
や

可
搬
ポ
ン
プ
、
防
火
水
槽
な
ど
の
点
検
や
訓
練
を
し
て

い
ま
す
。
地
元
の
小
学
生
と
の
夜
間
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

や
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
消
防
車
へ
の
体
験
乗
車
な

ど
も
行
い
ま
す
。
活
動
内
容
を
地
域
に
公
開
し
て
、
協

力
で
き
る
こ
と
は
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
を
し
て
き
て
良
か
っ
た
の
は
、
親
世

代
の
方
た
ち
に
ま
で
交
流
範
囲
が
広
が
り
、
深
ま
っ
た

こ
と
で
、
地
元
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

今
、
地
元
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、
消
防
団
O
B
や

現
役
の
団
員
、
地
元
の
若
者
約
50
人
で
作
る
グ
ル
ー
プ

「
ぴ
か
っ
と
倉
真
」
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
良
さ
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
人
が

住
ん
で
く
れ
る
ま
ち
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
消

防
団
が
主
導
し
て
、
防
災
訓
練
や
地
域
活
動
に
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
す
れ
ば
、
お
互
い
に
連
携
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
合
っ
た
訓
練
を
取
り
入
れ
、

新
し
く
そ
の
地
域
に
来
た
人
も
一
緒
に
防
災
に
取
り
組

む
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

新
し
く
地
域
に
来
た
人
も
一
緒
に

防
災
に
取
り
組
む
ス
タ
イ
ル
を
作
り
た
い

新
し
く
地
域
に
来
た
人
も
一
緒
に

防
災
に
取
り
組
む
ス
タ
イ
ル
を
作
り
た
い

とき の

と
き

の

す

掛川市消防団団長。平成14年倉真分団入
団。分団長、第4方面隊長、副団長とし
て現場や本部での経験を積み、今年度よ
り現職。平成27年度県消防協会特別功労
賞受賞。災害時に動ける消防団づくりの
ほか、地元の活性化を目指す活動にも仲
間とともに力を入れている。

遠藤健太郎さん（倉真）

平成28年度入退団式の様子
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直通バスで高校生の通学を支援
大須賀区域と市街地を結ぶバスの実証運行を実施中

防災教育の取り組みで受賞
ジャパン・レジリエンス・アワード2016

学校教育課
（　21-1156）

地域支援課
（　21-1150）

強
く
て
し
な
や
か
な
国
・
地

域
・
人
・
産
業
づ
く
り
に
つ
な
が

る
活
動
を
発
掘
す
る
「
ジ
ャ
パ

ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
1
6
」
で
、
市
教
育
委
員
会

が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進

協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「

ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
ア
ワ
ー
ド
」
と
は
、
次
世
代

に
向
け
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
じ

ん
な
）
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
全

国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
先
進

的
な
活
動
を
発
掘
、
評
価
、
表
彰

す
る
制
度
。
2
0
1
4
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
応
募
す
る
企
業
・

団
体
の
種
類
に
よ
り
4
部
門
に
分

か
れ
、
①
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
②
公

共
性
③
技
術
性
・
先
駆
性
・
革
新

性
④
持
続
性
・
継
続
性
⑤
波
及
性

の
5
項
目
で
評
価
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
学
校
や
図
書
館
、
各

課
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
左
記

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
応
募
。
応

募
総
数
2
4
2
件
の
中
か
ら
6
団

体
に
贈
ら
れ
る
同
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

今
後
は
、
防
災
教
育
の
取
り
組

み
を
「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
、

強
く
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の

担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

市
は
、
市
内
外
へ
通
学
す
る
高
校
生
を
支
援
す
る
た
め
、
朝
夕
の
通
学

時
間
帯
に
合
わ
せ
て
バ
ス
路
線
「
掛
川
大
須
賀
線
」
の
実
証
運
行
を
4
月

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
2
9
年
4
月
か
ら
の
本
格
運
用
を
目
指
し
、

約
1
年
を
か
け
て
地
域
の
需
要
に
合
う
運
行
形
態
を
検
討
し
ま
す
。

迷わず受けよう、特定健診
～生活習慣病予防の第一歩!～

ちょっと知りたい税金のこと
～固定資産税と都市計画税～

保健予防課
（　62-6151）

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
、

償
却
資
産
の
資
産
価
値
に
対
し
て

課
さ
れ
る
市
税
で
、
1
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
土
地     

土
地
係

登
記
簿
の
地
目
や
現
況
、
農
地

転
用
許
可
な
ど
に
よ
り
評
価
し
ま

す
。
今
年
度
は
評
価
替
え
年
度
で

は
な
い
た
め
、
価
格
は
据
え
置
か

れ
ま
す
が
、
毎
年
7
月
1
日
に
宅

地
の
地
価
調
査
を
行
い
、
評
価
額

の
修
正
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
宅
用
地
は
、
課
税
標

準
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
家
屋

が
取
り
壊
さ
れ
た
り
、
住
宅
以
外

の
用
途
に
変
更
し
た
り
す
る
と
、

税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
家
屋     

家
屋
係

新
増
築
の
際
、
市
の
実
地
調
査

に
基
づ
き
、
そ
の
家
屋
と
同
じ
建

物
を
新
築
し
た
場
合
の
建
築
費

（
再
建
築
価
格
）
を
算
出
し
、
経

過
年
数
な
ど
に
よ
る
補
正
を
行
っ

て
課
税
標
準
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
建
築
確
認
を
要
し
な
い
10
㎡
以

下
の
建
物
や
居
住
者
の
い
な
い
家

屋
な
ど
も
使
用
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

に
は
「
建
物
滅
失
届
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■
償
却
資
産     

家
屋
係

会
社
や
個
人
の
方
が
事
業
を
営

む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
土
地
、

家
屋
以
外
の
有
形
の
固
定
資
産
が

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
償
却
資

産
を
お
持
ち
の
方
は
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
の
状
況
を
市
へ
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
都
市
計
画
税     

土
地
・
家
屋
係

都
市
計
画
や
土
地
区
画
整
理
な

ど
の
事
業
費
用
に
充
て
る
た
め
、

市
の
条
例
で
定
め
る
区
域
内
に
所

在
す
る
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
標
準
額
は
、

固
定
資
産
税
の
評
価
に
よ
り
算
出

さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

■
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
　

　
平
成
28
年
度
分
は
、
5
月
10

日
に
発
送
し
ま
す
。
課
税
明
細

書
に
は
、
一
筆
一
棟
ご
と
に
税

相
当
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
再
発

行
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

資産税課
（　21-1137）

今
年
も
5
月
末
か
ら

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

掛
川
市
の
平
成
27
年
12
月
現

在
の
特
定
健
診
受
診
率
は
36
％

で
す
。
健
診
を
受
け
な
か
っ
た

方
の
う
ち
、
3
年
間
未
受
診
の

方
は
35
・
9
％
で
す
。
健
康
に

自
信
が
あ
っ
て
受
け
な
い
方
も

い
ま
す
。

ま
さ
か
自
分
が
病
気
に
な
る

わ
け
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
?
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
実
際
に
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
毎
年
1
回
、

必
ず
健
診
を
受
け
て
、
そ
の
結
果

に
あ
わ
せ
て
生
活
改
善
を
し
、
生

活
習
慣
病
の
芽
を
早
め
に
摘
み
ま

し
ょ
う
。

特
定
健
診
で
は
、
検
尿
・
血
圧

測
定
・
内
科
診
察
・
血
液
検
査
を

行
い
ま
す
。
血
液
検
査
の
項
目
は
、

脂
質
・
血
糖
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・

貧
血
で
、
生
活
習
慣
か
ら
く
る
血

管
の
ダ
メ
ー
ジ
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勤
務
先
で
の
健
康
診
断
結
果
報

告
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

勤
務
先
な
ど
で
健
康
診
断
を
受

け
た
場
合
、
結
果
の
コ
ピ
ー
を
保

健
予
防
課
へ
提
出
す
る
と
、
特
定

健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
健
予
防
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
閲
覧
は
、

　
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼時刻表、料金　
　など詳しくは　
　市ホームペー　
　ジをご覧くだ　
　さい。

■
対
象
　
国
民
健
康
保
険
加
入
の

40
〜
74
歳
の
方
（
平
成
29
年
3

月
31
日
現
在
）

※
定
期
的
に
受
診
し
て
い
る
方
も

対
象
で
す
。

■
健
診
時
期
　
受
診
票
が
届
い
た

日
か
ら
12
月
ま
で

※
11
月
と
12
月
は
混
雑
し
ま
す
の

で
、
10
月
ま
で
に
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
実
施
機
関
　
受
診
票
同
封
の

「
医
療
機
関
一
覧
表
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
　
1
2
0
0
円

■
発
送
時
期
　
5
月
末
〜
6
月
に
、

随
時
、
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

※
75
歳
以
上
（
お
よ
び
65
歳
以
上

で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
）

の
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

の
受
診
票
は
、
7
月
こ
ろ
郵
送

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

所管の教育機関をフル活用した
防災教育の展開による

リスクコミュニケーション
●児童・生徒が地域のぜい弱性を理解し、自ら
の命を守り、災害時の共助の一員として活躍
できる術を身につける。安全で安心な社会づ
くりに貢献する意識を高め、平常時から協働
によるまちづくりができる市民に育てる

目

　的

①沿岸部の学校で、幼稚園
や保育園、企業と協力し
た津波避難訓練を実施

③避難所体験や防災活動で地
域の一員としての防災教育
と地域のきずなづくりを推進

⑤市作成防災ガイドブック
を社会科用副教材に掲載
して小学生へ周知

⑦12月の地域防災訓練
へ、児童・生徒が積極的
に参加（参加率86%）

②手のぬくもりを通し
た心のケア「手当て
ケア」を、中学生が
地域の大学などと連
携して実施

⑥学習教材「防災まち
づくり・くにづく
り」で生徒のまちづ
くり意識を醸成

④図書館職員の案内で
市内と近隣市にある
自然災害ゆかりの地
巡りを実施

■
運
行
期
間

　
4
月
6
日
（水）
〜
平
成
29
年
3
月

31
日
（金）
※
土
日
祝
日
を
除
く

■
利
用
対
象

　
市
内
外
の
学
校
へ
通
う
高
校
生

■
利
用
料
金

通
学
定
期
券
を
購
入
す
る
と
1

か
月
定
期
券
で
は
1
万
4
千

2
0
0
円
で
1
乗
車
あ
た
り
約

3
2
0
円
。
割
引
率
は
約
46
%

で
す
。
6
か
月
定
期
券
で
は
7

万
6
千
6
0
0
円
で
1
乗
車
あ

た
り
約
2
9
0
円
。
割
引
率
は

約
52
%
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
３

か
月
、
４
か
月
定
期
券
も
あ
り

ま
す
。
現
金
払
い
で
は
1
乗
車

あ
た
り
6
0
0
円
で
す
。

※
支
払
方
法

=

専
用
の
通
学
定
期

券
ま
た
は
回
数
券
・
現
金

■
運
行
ル
ー
ト

・
往
路

=

大
須
賀
区
域
発
掛
川
駅

行
（
朝
2
便
、
夕
方
3
便
）

・
復
路

=

掛
川
駅
発
大
須
賀
区
域

行
（
朝
2
便
、
夕
方
4
便
）

・
停
留
所

=

と
う
も
ん
の
里
前
〜

横
須
賀
高
校
入
口
〜
大
須
賀
支

所
〜
ア
イ
ク
前
〜
西
南
郷
地
域

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
〜
掛
川
駅

南
口

※
便
に
よ
っ
て
停
車
す
る
停
留
所

が
異
な
り
ま
す

■
運
行
委
託
事
業
者

　
ジ
ー
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
（
梅

橋
）
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直通バスで高校生の通学を支援
大須賀区域と市街地を結ぶバスの実証運行を実施中

防災教育の取り組みで受賞
ジャパン・レジリエンス・アワード2016

学校教育課
（　21-1156）

地域支援課
（　21-1150）

強
く
て
し
な
や
か
な
国
・
地

域
・
人
・
産
業
づ
く
り
に
つ
な
が

る
活
動
を
発
掘
す
る
「
ジ
ャ
パ

ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
1
6
」
で
、
市
教
育
委
員
会

が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進

協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「

ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
ア
ワ
ー
ド
」
と
は
、
次
世
代

に
向
け
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
じ

ん
な
）
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
全

国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
先
進

的
な
活
動
を
発
掘
、
評
価
、
表
彰

す
る
制
度
。
2
0
1
4
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
応
募
す
る
企
業
・

団
体
の
種
類
に
よ
り
4
部
門
に
分

か
れ
、
①
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
②
公

共
性
③
技
術
性
・
先
駆
性
・
革
新

性
④
持
続
性
・
継
続
性
⑤
波
及
性

の
5
項
目
で
評
価
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
学
校
や
図
書
館
、
各

課
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
左
記

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
応
募
。
応

募
総
数
2
4
2
件
の
中
か
ら
6
団

体
に
贈
ら
れ
る
同
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

今
後
は
、
防
災
教
育
の
取
り
組

み
を
「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
、

強
く
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の

担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

市
は
、
市
内
外
へ
通
学
す
る
高
校
生
を
支
援
す
る
た
め
、
朝
夕
の
通
学

時
間
帯
に
合
わ
せ
て
バ
ス
路
線
「
掛
川
大
須
賀
線
」
の
実
証
運
行
を
4
月

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
2
9
年
4
月
か
ら
の
本
格
運
用
を
目
指
し
、

約
1
年
を
か
け
て
地
域
の
需
要
に
合
う
運
行
形
態
を
検
討
し
ま
す
。

迷わず受けよう、特定健診
～生活習慣病予防の第一歩!～

ちょっと知りたい税金のこと
～固定資産税と都市計画税～

保健予防課
（　62-6151）

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
、

償
却
資
産
の
資
産
価
値
に
対
し
て

課
さ
れ
る
市
税
で
、
1
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
土
地     

土
地
係

登
記
簿
の
地
目
や
現
況
、
農
地

転
用
許
可
な
ど
に
よ
り
評
価
し
ま

す
。
今
年
度
は
評
価
替
え
年
度
で

は
な
い
た
め
、
価
格
は
据
え
置
か

れ
ま
す
が
、
毎
年
7
月
1
日
に
宅

地
の
地
価
調
査
を
行
い
、
評
価
額

の
修
正
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
宅
用
地
は
、
課
税
標

準
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
家
屋

が
取
り
壊
さ
れ
た
り
、
住
宅
以
外

の
用
途
に
変
更
し
た
り
す
る
と
、

税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
家
屋     

家
屋
係

新
増
築
の
際
、
市
の
実
地
調
査

に
基
づ
き
、
そ
の
家
屋
と
同
じ
建

物
を
新
築
し
た
場
合
の
建
築
費

（
再
建
築
価
格
）
を
算
出
し
、
経

過
年
数
な
ど
に
よ
る
補
正
を
行
っ

て
課
税
標
準
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
建
築
確
認
を
要
し
な
い
10
㎡
以

下
の
建
物
や
居
住
者
の
い
な
い
家

屋
な
ど
も
使
用
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

に
は
「
建
物
滅
失
届
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■
償
却
資
産     

家
屋
係

会
社
や
個
人
の
方
が
事
業
を
営

む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
土
地
、

家
屋
以
外
の
有
形
の
固
定
資
産
が

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
償
却
資

産
を
お
持
ち
の
方
は
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
の
状
況
を
市
へ
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
都
市
計
画
税     

土
地
・
家
屋
係

都
市
計
画
や
土
地
区
画
整
理
な

ど
の
事
業
費
用
に
充
て
る
た
め
、

市
の
条
例
で
定
め
る
区
域
内
に
所

在
す
る
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
標
準
額
は
、

固
定
資
産
税
の
評
価
に
よ
り
算
出

さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

■
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
　

　
平
成
28
年
度
分
は
、
5
月
10

日
に
発
送
し
ま
す
。
課
税
明
細

書
に
は
、
一
筆
一
棟
ご
と
に
税

相
当
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
再
発

行
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

資産税課
（　21-1137）

今
年
も
5
月
末
か
ら

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

掛
川
市
の
平
成
27
年
12
月
現

在
の
特
定
健
診
受
診
率
は
36
％

で
す
。
健
診
を
受
け
な
か
っ
た

方
の
う
ち
、
3
年
間
未
受
診
の

方
は
35
・
9
％
で
す
。
健
康
に

自
信
が
あ
っ
て
受
け
な
い
方
も

い
ま
す
。

ま
さ
か
自
分
が
病
気
に
な
る

わ
け
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
?
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
実
際
に
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
毎
年
1
回
、

必
ず
健
診
を
受
け
て
、
そ
の
結
果

に
あ
わ
せ
て
生
活
改
善
を
し
、
生

活
習
慣
病
の
芽
を
早
め
に
摘
み
ま

し
ょ
う
。

特
定
健
診
で
は
、
検
尿
・
血
圧

測
定
・
内
科
診
察
・
血
液
検
査
を

行
い
ま
す
。
血
液
検
査
の
項
目
は
、

脂
質
・
血
糖
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・

貧
血
で
、
生
活
習
慣
か
ら
く
る
血

管
の
ダ
メ
ー
ジ
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勤
務
先
で
の
健
康
診
断
結
果
報

告
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

勤
務
先
な
ど
で
健
康
診
断
を
受

け
た
場
合
、
結
果
の
コ
ピ
ー
を
保

健
予
防
課
へ
提
出
す
る
と
、
特
定

健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
健
予
防
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
閲
覧
は
、

　
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼時刻表、料金　
　など詳しくは　
　市ホームペー　
　ジをご覧くだ　
　さい。

■
対
象
　
国
民
健
康
保
険
加
入
の

40
〜
74
歳
の
方
（
平
成
29
年
3

月
31
日
現
在
）

※
定
期
的
に
受
診
し
て
い
る
方
も

対
象
で
す
。

■
健
診
時
期
　
受
診
票
が
届
い
た

日
か
ら
12
月
ま
で

※
11
月
と
12
月
は
混
雑
し
ま
す
の

で
、
10
月
ま
で
に
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
実
施
機
関
　
受
診
票
同
封
の

「
医
療
機
関
一
覧
表
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
　
1
2
0
0
円

■
発
送
時
期
　
5
月
末
〜
6
月
に
、

随
時
、
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

※
75
歳
以
上
（
お
よ
び
65
歳
以
上

で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
）

の
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

の
受
診
票
は
、
7
月
こ
ろ
郵
送

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

所管の教育機関をフル活用した
防災教育の展開による

リスクコミュニケーション
●児童・生徒が地域のぜい弱性を理解し、自ら
の命を守り、災害時の共助の一員として活躍
できる術を身につける。安全で安心な社会づ
くりに貢献する意識を高め、平常時から協働
によるまちづくりができる市民に育てる

目

　的

①沿岸部の学校で、幼稚園
や保育園、企業と協力し
た津波避難訓練を実施

③避難所体験や防災活動で地
域の一員としての防災教育
と地域のきずなづくりを推進

⑤市作成防災ガイドブック
を社会科用副教材に掲載
して小学生へ周知

⑦12月の地域防災訓練
へ、児童・生徒が積極的
に参加（参加率86%）

②手のぬくもりを通し
た心のケア「手当て
ケア」を、中学生が
地域の大学などと連
携して実施

⑥学習教材「防災まち
づくり・くにづく
り」で生徒のまちづ
くり意識を醸成

④図書館職員の案内で
市内と近隣市にある
自然災害ゆかりの地
巡りを実施

■
運
行
期
間

　
4
月
6
日
（水）
〜
平
成
29
年
3
月

31
日
（金）
※
土
日
祝
日
を
除
く

■
利
用
対
象

　
市
内
外
の
学
校
へ
通
う
高
校
生

■
利
用
料
金

通
学
定
期
券
を
購
入
す
る
と
1

か
月
定
期
券
で
は
1
万
4
千

2
0
0
円
で
1
乗
車
あ
た
り
約

3
2
0
円
。
割
引
率
は
約
46
%

で
す
。
6
か
月
定
期
券
で
は
7

万
6
千
6
0
0
円
で
1
乗
車
あ

た
り
約
2
9
0
円
。
割
引
率
は

約
52
%
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
３

か
月
、
４
か
月
定
期
券
も
あ
り

ま
す
。
現
金
払
い
で
は
1
乗
車

あ
た
り
6
0
0
円
で
す
。

※
支
払
方
法

=

専
用
の
通
学
定
期

券
ま
た
は
回
数
券
・
現
金

■
運
行
ル
ー
ト

・
往
路

=

大
須
賀
区
域
発
掛
川
駅

行
（
朝
2
便
、
夕
方
3
便
）

・
復
路

=

掛
川
駅
発
大
須
賀
区
域

行
（
朝
2
便
、
夕
方
4
便
）

・
停
留
所

=
と
う
も
ん
の
里
前
〜

横
須
賀
高
校
入
口
〜
大
須
賀
支

所
〜
ア
イ
ク
前
〜
西
南
郷
地
域

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
〜
掛
川
駅

南
口

※
便
に
よ
っ
て
停
車
す
る
停
留
所

が
異
な
り
ま
す

■
運
行
委
託
事
業
者

　
ジ
ー
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
（
梅

橋
）
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その75

保
育
園
・
幼
稚
園
の「
義
務
教
育
化
」を
考
え
る

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

た
「
ば
い
菌
」
の
こ
と
。
こ
れ
も
歯
ブ
ラ

シ
な
ど
で
き
れ
い
に
で
き
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
「
お
掃
除
」
は
1
回
の
治

療
で
終
わ
り
ま
す
。

③
「
歯
石
」

歯
こ
う
が
石
灰
化
し
て
石
に
な
り
、
歯

に
く
っ
つ
い
た
も
の
。
歯
ブ
ラ
シ
で
は
取

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
歯
科
医
師
ま
た

は
歯
科
衛
生
士
が
「
ス
ケ
ー
ラ
ー
」
と
い

う
道
具
を
使
っ
て
お
掃
除
を
し
ま
す
。

こ
の
歯
石
に
は
2
種
類
あ
り
、
「
歯
ぐ

き
の
上
」
に
見
え
て
い
る
も
の
と
、
「
歯

ぐ
き
の
中
」
に
隠
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
見
え
て
い
る
白
い
歯
石
は
1
回
か

2
回
で
お
お
よ
そ
取
れ
る
の
で
す
が
、
隠

れ
て
い
る
黒
い
歯
石
は
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。
こ
の
隠
れ
た
歯
石
が
原
因
で
「
歯
槽

の
う
漏
」
が
起
こ
り
、
口
臭
も
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

黒
い
歯
石
は
絶
対
に
口
の
中
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
、
歯
科
医
師
も
し
く

は
熟
練
の
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
治
療
の
回
数
も
歯
石
の

量
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
多
い
と
10

回
く
ら
い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
「
歯
の
着
色
」

タ
バ
コ
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
赤
ワ
イ

ン
な
ど
の
食
べ
物
や
飲
み
物
の
色
素
が
歯

に
付
い
た
も
の
で
、
直
接
の
害
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
歯
が
汚
く
見
え
る
と
い
う
も
の

で
す
。
着
色
を
取
り
除
く
専
用
の
道
具
を

使
っ
て
1
〜
2
回
で
終
わ
る
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
「
お
掃
除
」
と
は
こ
の

色
素
の
掃
除
の
こ
と
を
言
う
こ
と
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
あ
な
た
の
お
口
の
お
掃
除
に
は

何
回
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
?

小笠掛川歯科医師会　その39
（　 22-6120）

歯
の
お
掃
除
と
順
番

歯
の
お
掃
除
4
種
類

歯
医
者
さ
ん
で
の
「
歯
の
お
掃
除
」
と

い
う
と
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
?

口
の
中
を
水
洗
い
し
、
磨
き
残
し
な
ど

を
取
り
除
い
て
き
れ
い
な
白
い
歯
に
な

る
、
そ
し
て
1
回
の
治
療
で
終
わ
る
と

思
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

今
回
は
、
「
お
掃
除
に
は
種
類
・
順
番

が
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。お

掃
除
に
は
次
の
4
種
類
が
あ
り
、
こ

の
順
番
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
「
食
物
残
渣
」

「
食
べ
か
す
」
の
こ
と
。
歯
の

隙
間
に
入
っ
て
い
る
食
べ
か
す
は

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で
き
れ
い
に
で
き

ま
す
。

②
「
歯
こ
う
」

食
べ
か
す
を
餌
と
し
て
繁
殖
し

ざ
ん

さ

子
ど
も
が
保
育
園
に
入
れ
な
か
っ
た
女

性
の
「
保
育
園
落
ち
た
日
本
死
ね
!
」
と

い
う
ブ
ロ
グ
記
事
が
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
「
子
ど
も
を
産
ん
で
子
育
て
し
て
社

会
に
出
て
働
い
て
税
金
納
め
て
や
る
と

い
っ
て
い
る
の
に
日
本
は
何
が
不
満

だ
?
」
「
何
が
少
子
化
だ
」
な
ど
と
い
っ

た
過
激
な
言
葉
で
、
子
ど
も
が
保
育
園
に

入
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
怒
り
を
爆
発
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
報
道
さ
れ
る
と
多
く
の
方
か
ら
共

感
の
声
が
相
次
い
だ
よ
う
で
す
。

今
年
度
の
掛
川
市
の
保
育
園
の
入
園
状

況
は
、
入
園
申
込
者
数
が
2
1
5
0
人

で
、
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
園
、
小
規
模

保
育
所
な
ど
認
可
保
育
施
設
へ
の
入
所
者

数
は
2
0
3
1
人
で
し
た
。
認
可
保
育
施

設
に
入
所
で
き
な
か
っ
た
1
1
9
人
に
つ

い
て
は
、
掛
川
市
が
認
証
す
る
協
働
保
育

園
や
幼
稚
園
・
預
か
り
保
育
利
用
、
育
休

延
長
な
ど
に
よ
り
、
国
定
義
で
あ
る
待
機

児
童
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
保
育
ニ
ー
ズ
は
今
後
さ
ら
に
高
ま

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
掛
川
市
で
は
、
来

年
4
月
の
開
園
を
目
指
し
、
定
員
1
2
0

人
の
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
定
員
1
2
0

人
の
「
認
可
保
育
所
」
の
2
施
設
を
整
備

す
る
な
ど
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
表
題
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の

「
義
務
教
育
化
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
「
義
務
教
育
化
」
と
い
う
言
葉
に
驚

か
れ
、
疑
問
を
感
じ
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
子
ど
も
を
教
育
す
る
に
は
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
よ
い
。
乳
幼
児
教
育
は
子

ど
も
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
将
来
の
人
間

形
成
に
大
き
く
役
立
つ
と
い
う
研
究
発
表

が
あ
り
、
私
も
こ
の
考
え
方
に
賛
同
し
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
法
律
上
「
幼
稚

園
」
と
「
保
育
園
」
と
い
う
言
葉
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
と
も
に

「
教
育
」
を
提
供
し
て
だ
ん
だ
ん
そ
の
差

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
認
定

こ
ど
も
園
化
」
へ
の
移
行
も
進
ん
で
お

り
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
の
「
公
的
な

就
学
前
教
育
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け
る
と
ハ

ン
ガ
リ
ー
な
ど
で
は
3
歳
か
ら
の
義
務
教

育
が
始
ま
っ
て
い
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア

メ
リ
カ
で
は
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
義
務
教
育
化
」
は
世
界
的
に
見
れ

ば
突
飛
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
義
務
教
育
化
」
の
実
施
は
、
親
の
負
担

が
無
く
無
償
で
す
の
で
、
現
在
抱
え
て
い

る
少
子
化
問
題
や
待
機
児
童
問
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
義
務
教
育
化
」
は
ば
く
大

な
財
源
が
必
要
で
す
。
基
礎
自
治
体
に
お

い
て
も
大
変
厳
し
い
財
政
負
担
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
少
子
化
対
策
が
日
本
の
将
来
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
解
決
す
べ
き
課
題
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
未
来
へ
の
投

資
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
国
民
的
合
意

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
の
「
義
務
教
育
化
」

に
つ
い
て
は
、
国
家
的
な
検
討
課
題
だ
と

思
い
ま
す
が
、
掛
川
市
に
お
い
て
も
、
義

務
教
育
化
も
含
め
「
乳
幼
児
教
育
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
研
究
す
る
「
（
仮
称
）
か

け
が
わ
乳
幼
児
教
育
未
来
学
会
」
を
立
ち

上
げ
、
基
礎
自
治
体
の
立
場
か
ら
国
や
県

に
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 と

っ

ぴ
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保
育
園
・
幼
稚
園
の「
義
務
教
育
化
」を
考
え
る
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た
「
ば
い
菌
」
の
こ
と
。
こ
れ
も
歯
ブ
ラ

シ
な
ど
で
き
れ
い
に
で
き
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
「
お
掃
除
」
は
1
回
の
治

療
で
終
わ
り
ま
す
。

③
「
歯
石
」

歯
こ
う
が
石
灰
化
し
て
石
に
な
り
、
歯

に
く
っ
つ
い
た
も
の
。
歯
ブ
ラ
シ
で
は
取

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
歯
科
医
師
ま
た

は
歯
科
衛
生
士
が
「
ス
ケ
ー
ラ
ー
」
と
い

う
道
具
を
使
っ
て
お
掃
除
を
し
ま
す
。

こ
の
歯
石
に
は
2
種
類
あ
り
、
「
歯
ぐ

き
の
上
」
に
見
え
て
い
る
も
の
と
、
「
歯

ぐ
き
の
中
」
に
隠
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
見
え
て
い
る
白
い
歯
石
は
1
回
か

2
回
で
お
お
よ
そ
取
れ
る
の
で
す
が
、
隠

れ
て
い
る
黒
い
歯
石
は
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。
こ
の
隠
れ
た
歯
石
が
原
因
で
「
歯
槽

の
う
漏
」
が
起
こ
り
、
口
臭
も
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

黒
い
歯
石
は
絶
対
に
口
の
中
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
、
歯
科
医
師
も
し
く

は
熟
練
の
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
治
療
の
回
数
も
歯
石
の

量
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
多
い
と
10

回
く
ら
い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
「
歯
の
着
色
」

タ
バ
コ
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
赤
ワ
イ

ン
な
ど
の
食
べ
物
や
飲
み
物
の
色
素
が
歯

に
付
い
た
も
の
で
、
直
接
の
害
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
歯
が
汚
く
見
え
る
と
い
う
も
の

で
す
。
着
色
を
取
り
除
く
専
用
の
道
具
を

使
っ
て
1
〜
2
回
で
終
わ
る
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
「
お
掃
除
」
と
は
こ
の

色
素
の
掃
除
の
こ
と
を
言
う
こ
と
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
あ
な
た
の
お
口
の
お
掃
除
に
は

何
回
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
?

小笠掛川歯科医師会　その39
（　 22-6120）

歯
の
お
掃
除
と
順
番

歯
の
お
掃
除
4
種
類

歯
医
者
さ
ん
で
の
「
歯
の
お
掃
除
」
と

い
う
と
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
?

口
の
中
を
水
洗
い
し
、
磨
き
残
し
な
ど

を
取
り
除
い
て
き
れ
い
な
白
い
歯
に
な

る
、
そ
し
て
1
回
の
治
療
で
終
わ
る
と

思
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

今
回
は
、
「
お
掃
除
に
は
種
類
・
順
番

が
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。お

掃
除
に
は
次
の
4
種
類
が
あ
り
、
こ

の
順
番
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
「
食
物
残
渣
」

「
食
べ
か
す
」
の
こ
と
。
歯
の

隙
間
に
入
っ
て
い
る
食
べ
か
す
は

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で
き
れ
い
に
で
き

ま
す
。

②
「
歯
こ
う
」

食
べ
か
す
を
餌
と
し
て
繁
殖
し

ざ
ん

さ

子
ど
も
が
保
育
園
に
入
れ
な
か
っ
た
女

性
の
「
保
育
園
落
ち
た
日
本
死
ね
!
」
と

い
う
ブ
ロ
グ
記
事
が
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
「
子
ど
も
を
産
ん
で
子
育
て
し
て
社

会
に
出
て
働
い
て
税
金
納
め
て
や
る
と

い
っ
て
い
る
の
に
日
本
は
何
が
不
満

だ
?
」
「
何
が
少
子
化
だ
」
な
ど
と
い
っ

た
過
激
な
言
葉
で
、
子
ど
も
が
保
育
園
に

入
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
怒
り
を
爆
発
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
報
道
さ
れ
る
と
多
く
の
方
か
ら
共

感
の
声
が
相
次
い
だ
よ
う
で
す
。

今
年
度
の
掛
川
市
の
保
育
園
の
入
園
状

況
は
、
入
園
申
込
者
数
が
2
1
5
0
人

で
、
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
園
、
小
規
模

保
育
所
な
ど
認
可
保
育
施
設
へ
の
入
所
者

数
は
2
0
3
1
人
で
し
た
。
認
可
保
育
施

設
に
入
所
で
き
な
か
っ
た
1
1
9
人
に
つ

い
て
は
、
掛
川
市
が
認
証
す
る
協
働
保
育

園
や
幼
稚
園
・
預
か
り
保
育
利
用
、
育
休

延
長
な
ど
に
よ
り
、
国
定
義
で
あ
る
待
機

児
童
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
保
育
ニ
ー
ズ
は
今
後
さ
ら
に
高
ま

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
掛
川
市
で
は
、
来

年
4
月
の
開
園
を
目
指
し
、
定
員
1
2
0

人
の
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
定
員
1
2
0

人
の
「
認
可
保
育
所
」
の
2
施
設
を
整
備

す
る
な
ど
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
表
題
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の

「
義
務
教
育
化
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
「
義
務
教
育
化
」
と
い
う
言
葉
に
驚

か
れ
、
疑
問
を
感
じ
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
子
ど
も
を
教
育
す
る
に
は
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
よ
い
。
乳
幼
児
教
育
は
子

ど
も
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
将
来
の
人
間

形
成
に
大
き
く
役
立
つ
と
い
う
研
究
発
表

が
あ
り
、
私
も
こ
の
考
え
方
に
賛
同
し
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
法
律
上
「
幼
稚

園
」
と
「
保
育
園
」
と
い
う
言
葉
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
と
も
に

「
教
育
」
を
提
供
し
て
だ
ん
だ
ん
そ
の
差

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
認
定

こ
ど
も
園
化
」
へ
の
移
行
も
進
ん
で
お

り
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
の
「
公
的
な

就
学
前
教
育
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け
る
と
ハ

ン
ガ
リ
ー
な
ど
で
は
3
歳
か
ら
の
義
務
教

育
が
始
ま
っ
て
い
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア

メ
リ
カ
で
は
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
義
務
教
育
化
」
は
世
界
的
に
見
れ

ば
突
飛
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
義
務
教
育
化
」
の
実
施
は
、
親
の
負
担

が
無
く
無
償
で
す
の
で
、
現
在
抱
え
て
い

る
少
子
化
問
題
や
待
機
児
童
問
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
義
務
教
育
化
」
は
ば
く
大

な
財
源
が
必
要
で
す
。
基
礎
自
治
体
に
お

い
て
も
大
変
厳
し
い
財
政
負
担
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
少
子
化
対
策
が
日
本
の
将
来
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
解
決
す
べ
き
課
題
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
未
来
へ
の
投

資
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
国
民
的
合
意

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
の
「
義
務
教
育
化
」

に
つ
い
て
は
、
国
家
的
な
検
討
課
題
だ
と

思
い
ま
す
が
、
掛
川
市
に
お
い
て
も
、
義

務
教
育
化
も
含
め
「
乳
幼
児
教
育
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
研
究
す
る
「
（
仮
称
）
か

け
が
わ
乳
幼
児
教
育
未
来
学
会
」
を
立
ち

上
げ
、
基
礎
自
治
体
の
立
場
か
ら
国
や
県

に
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 と

っ

ぴ
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■中央図書館（　24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　6月の休館日：毎週月曜日、24日（金）
■大東図書館（　72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　6月の休館日：毎週月曜日、24日（金）
■大須賀図書館（　48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　6月の休館日：毎週月曜日、30日（木）

各医療機関の診療案内は、平成27年7月号の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

6月

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（　21-0119）、市役所日直（　21-1111）

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

6月の健康案内

保健師・栄養士だより
ジカ熱、デング熱の感染のもと
蚊の発生源を叩け!

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育の開館日午前9時～午後4時に、いつでも
身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育へお越しください。

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

タンポポなどの黄色い花、シロツメク
サなどの白い花、レンゲなどの赤い
花、スミレなどの青い花。野原や田、
山や林の中で咲く春の花を色別にして
見やすくし、花や葉の特徴や遊び方ま
で紹介する絵本図鑑です。

世界農業遺産「静岡の茶草場農法」
をテーマにした絵本です。春の風の
妖精ふわりが、お茶の精チャバと出
会い、豊かな東山の自然に触れてい
きます。情景をみごとに表現した永
田萠さんの美しい絵に注目です。

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内38か所へ！  移動図書館
小学校、公民館、農協などを移動図書
館車が巡回します。詳しい日程は図書
館へお問い合わせいただくか、図書館
ホームページをご覧ください。

4月12日、惠美奈實さん（亀の甲）より
児童書300万円分の図書カードを寄贈い
ただきました。ありがとうございます。

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

対　象：乳幼児と保護者
中　央：6月   3日・10日（金）午前10時30分～11時
大　東：6月   3日・10日（金）午前10時30分～11時
大須賀：6月 17日・24日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが手遊びや
育児相談などを行っています。

中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 6月11日・25日（土）午後3時～3時30分
大　東： 6月  4日・18日（土）午前10時30分～11時10分
大須賀： 毎週土曜日　午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：6月17日（金）午前10時30分～11時

絵

カート・ヴォネ
ガット/著
（飛鳥新社）

『これで駄目なら』

松原巌樹/文・絵
（小峰書店）

『花の色で
さがそう
春の野の花』

永田萠/文・絵
（中日新聞社）

『ふわりとチャバ
ー茶草場の四季
ものがたりー』

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します

掛川
IC

広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内

Ｎ

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒　#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒　054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

★初心者向け小物講座　大須賀
　　とき：6月7日（火）午前9時～正午
　　内容：ねこの置き物（材料費　500円程度）
★古文書講座（第2回）掛川の歴史を学び地域の古文書を読む　中央
　　とき：6月8日（水）午後1時30分～3時
★古文書講座「いろは」　大須賀
　　とき：6月9日（木）午前10時～正午
■にじいろコンサート　大東　よみきかせと音楽のコラボをお楽しみください
　　とき：6月11日（土）午後4時～5時
　　ゲスト：サックス奏者　鈴木豊さん
★文学鑑賞講座（第2回）駿遠ゆかりの歴史小説を読む　中央
　　とき：6月16日（木）午後1時30分～3時
★子育て支援講座「図書館は子育てのパートナー」　大東
　　とき：6月29日（水）午前11時～正午
　　講師：水野和子先生
　　※5月26日（木）から電話、来館で申し込み

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 8 水 平成27年11月   1日 ～15日出生児

 17 金 平成27年10～11月出生児

 21 火 平成27年 11月 16日 ～30日出生児

 9 木 平成26年11月  1日 ～15日出生児

 14 火 平成26年11月 16日 ～30日出生児

 8 水 平成26年 3月   1日 ～15日出生児

 17 金 平成26年   2～3月出生児

 21 火 平成26年 3月 16日～31日出生児

 7 火 平成25年 5月 1日 ～15日出生児

 13 月 平成25年 5月 16日 ～31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 1 水 平成28年  4月出生児

 15 水 4～8か月児の親（予約制）

私が紹介する本は『この人
に学びたいー掛川の偉人もの
がたりー』、掛川市教育委員
会の発刊です。
地元の発展にさまざまな形

で尽くした77人の偉業を紹
介しています。小中学生から
大人まで幅広く読んでほしい
本です。この本で人の生き方
を学んでみませんか。

BooKリレー○11

▲掛川地方史研究会会長・
　榛村惠夫さん

しげ お

作家カート・ヴォネガットの講演集。
9つの講演と箴言集が収録されていま
す。ヴォネガットの言葉の持つ説得
力、不思議な魅力に浸れます。
「これでだめなら、どうしろって?」
が口癖になるかもしれません。

しんげん

このごろ、世界各国の感染症の話題がニュースで流れるこ
とが多くなりました。特にここ数年、蚊に刺されることに
よって感染するジカ熱やデング熱が心配されています。感染
しても、すべての人に症状が出るわけではありませんので、
むやみに恐れることはありませんが、お住まいの地域の蚊の
発生源をできるだけ減らすことで、安心して生活できる地域
にしていきましょう。
蚊は、空き缶にたまった雨水など、小さな水たまりを好ん

で卵を産みつけます。住まいの周囲の水たまりを無くし、今
シーズンや翌年に発生する蚊の数を減らしていきましょう。

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

図書カードを寄贈いただきました

パパママセミナー（両親育児編）
13：15～13：30  24 金 出産を控えた夫婦（予約制）

21 20



■中央図書館（　24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　6月の休館日：毎週月曜日、24日（金）
■大東図書館（　72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　6月の休館日：毎週月曜日、24日（金）
■大須賀図書館（　48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　6月の休館日：毎週月曜日、30日（木）

各医療機関の診療案内は、平成27年7月号の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

6月

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（　21-0119）、市役所日直（　21-1111）

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

6月の健康案内

保健師・栄養士だより
ジカ熱、デング熱の感染のもと
蚊の発生源を叩け!

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育の開館日午前9時～午後4時に、いつでも
身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育へお越しください。

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

タンポポなどの黄色い花、シロツメク
サなどの白い花、レンゲなどの赤い
花、スミレなどの青い花。野原や田、
山や林の中で咲く春の花を色別にして
見やすくし、花や葉の特徴や遊び方ま
で紹介する絵本図鑑です。

世界農業遺産「静岡の茶草場農法」
をテーマにした絵本です。春の風の
妖精ふわりが、お茶の精チャバと出
会い、豊かな東山の自然に触れてい
きます。情景をみごとに表現した永
田萠さんの美しい絵に注目です。

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内38か所へ！  移動図書館
小学校、公民館、農協などを移動図書
館車が巡回します。詳しい日程は図書
館へお問い合わせいただくか、図書館
ホームページをご覧ください。

4月12日、惠美奈實さん（亀の甲）より
児童書300万円分の図書カードを寄贈い
ただきました。ありがとうございます。

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

対　象：乳幼児と保護者
中　央：6月   3日・10日（金）午前10時30分～11時
大　東：6月   3日・10日（金）午前10時30分～11時
大須賀：6月 17日・24日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが手遊びや
育児相談などを行っています。

中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 6月11日・25日（土）午後3時～3時30分
大　東： 6月  4日・18日（土）午前10時30分～11時10分
大須賀： 毎週土曜日　午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：6月17日（金）午前10時30分～11時

絵

カート・ヴォネ
ガット/著
（飛鳥新社）

『これで駄目なら』

松原巌樹/文・絵
（小峰書店）

『花の色で
さがそう
春の野の花』

永田萠/文・絵
（中日新聞社）

『ふわりとチャバ
ー茶草場の四季
ものがたりー』

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します

掛川
IC

広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内

Ｎ

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒　#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒　054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

★初心者向け小物講座　大須賀
　　とき：6月7日（火）午前9時～正午
　　内容：ねこの置き物（材料費　500円程度）
★古文書講座（第2回）掛川の歴史を学び地域の古文書を読む　中央
　　とき：6月8日（水）午後1時30分～3時
★古文書講座「いろは」　大須賀
　　とき：6月9日（木）午前10時～正午
■にじいろコンサート　大東　よみきかせと音楽のコラボをお楽しみください
　　とき：6月11日（土）午後4時～5時
　　ゲスト：サックス奏者　鈴木豊さん
★文学鑑賞講座（第2回）駿遠ゆかりの歴史小説を読む　中央
　　とき：6月16日（木）午後1時30分～3時
★子育て支援講座「図書館は子育てのパートナー」　大東
　　とき：6月29日（水）午前11時～正午
　　講師：水野和子先生
　　※5月26日（木）から電話、来館で申し込み

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 8 水 平成27年11月   1日 ～15日出生児

 17 金 平成27年10～11月出生児

 21 火 平成27年 11月 16日 ～30日出生児

 9 木 平成26年11月  1日 ～15日出生児

 14 火 平成26年11月 16日 ～30日出生児

 8 水 平成26年 3月   1日 ～15日出生児

 17 金 平成26年   2～3月出生児

 21 火 平成26年 3月 16日～31日出生児

 7 火 平成25年 5月 1日 ～15日出生児

 13 月 平成25年 5月 16日 ～31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 1 水 平成28年  4月出生児

 15 水 4～8か月児の親（予約制）

私が紹介する本は『この人
に学びたいー掛川の偉人もの
がたりー』、掛川市教育委員
会の発刊です。
地元の発展にさまざまな形

で尽くした77人の偉業を紹
介しています。小中学生から
大人まで幅広く読んでほしい
本です。この本で人の生き方
を学んでみませんか。

BooKリレー○11

▲掛川地方史研究会会長・
　榛村惠夫さん

しげ お

作家カート・ヴォネガットの講演集。
9つの講演と箴言集が収録されていま
す。ヴォネガットの言葉の持つ説得
力、不思議な魅力に浸れます。
「これでだめなら、どうしろって?」
が口癖になるかもしれません。

しんげん

このごろ、世界各国の感染症の話題がニュースで流れるこ
とが多くなりました。特にここ数年、蚊に刺されることに
よって感染するジカ熱やデング熱が心配されています。感染
しても、すべての人に症状が出るわけではありませんので、
むやみに恐れることはありませんが、お住まいの地域の蚊の
発生源をできるだけ減らすことで、安心して生活できる地域
にしていきましょう。
蚊は、空き缶にたまった雨水など、小さな水たまりを好ん

で卵を産みつけます。住まいの周囲の水たまりを無くし、今
シーズンや翌年に発生する蚊の数を減らしていきましょう。

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

図書カードを寄贈いただきました

パパママセミナー（両親育児編）
13：15～13：30  24 金 出産を控えた夫婦（予約制）
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●東部ふくしあ（　61-2900）
　6/15（水）10：00～11：30
●さすが市出張相談
　（　東部ふくしあ　  61-2900）
　6/3（金）10：00～11：40
●中部ふくしあ（　28-9713)
　6/8（水）9：30～11：30
●西部ふくしあ（　29-5977）
　6/7（火）9：30～11：30
●かけがわ西の市出張相談
　（　西部ふくしあ　  29-5977）
　6/21（火）9：30～11：30
●大東ふくしあ（　72-1116）
　6/1（水）9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（　48-1007）
　6/2（木）9：30～11：30

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
入場無料

どなたでも
参加無料

3歳までの
子どもと保護者
参加無料

どなたでも
参加無料

どなたでも
参加・見学無料

どなたでも
入場無料

成人10人
①800円
②1,000円

5/8（日）13：00～
㈱掛川ボデー工業（満水）

5/14（土）13：30～16：00
大東北公民館（下土方）

5/18・25の水曜日
10：30～11：30
たまり～な和室（満水）

5/22（日）13：30～16：00
原谷地域生涯学習センター
（本郷）

5/22（日）9：30～15：30
生涯学習センター（御所原）

5/28（土）18：00～20：00
（17：30開場）
美感ホール（亀の甲）
①5/28（土）大東市民交流セン
ター（三俣）②7/23（土）生涯学
習センター（御所原）
9：15～12：00

5/8（日）13：30開場
14：00開演
大須賀中央公民館（西大渕）

5/17（火）18：00～
市役所4階会議室6

5/20（金）8：30～15：00
（8：25 極楽公園（長谷）集合）
栄醤油醸造（横須賀）、
森林果樹公園アトリエ（下俣）
毎月第4木曜日
初回5/26（木）
10：00～11：30
大東北公民館（下土方）

5/28（土）9：00～12：00ころ
（8：30受付）
市役所北側駐車場

5/29（日）9：30～16：30
中央図書館（掛川）

6/2（木）徳育保健センター
（御所原）
6/24、7/1・15・22、8/5、
9/2・9の金曜日
市役所4階会議室1
13：30～15：30

6/3（金）14：00～16：00
（13：30受付）
メロープラザ多機能ホール
（袋井市）

6/10・17の金曜日
9：30～11：30
たまり～な（満水）

6/22～9/14の毎週水曜日
※8/17を除く
①コース 9：30～11：30
②コース 13：30～15：30
6/23～9/15の毎週木曜日
※8/11を除く
③コース 9：30～11：30
④コース 13：30～15：30
①②③さんりーな（大池）
④大東市民交流センター（三俣）

6/24（金）13：00～
竹の丸（掛川）

6/25（土）9：30～11：30
大須賀中央公民館（西大渕）

6/26（日）10：00～11：30
徳育保健センター（御所原）
※子ども同伴の参加不可。
　託児（生後3か月～就学
　前の子ども）

7/27（水）・28（木）
9：20～16：00
消防本部3階大会議室（掛川）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
入場無料

どなたでも
参加無料

一般
10人程度
参加料2,000円

どなたでも
コピー代（実費、
当日集金）

どなたでも（小学
生以下保護者同
伴）50人
参加料500円

どなたでも
相談無料

65～69歳
（4/1現在）
20人
受講無料

市内事業所で
勤務する方
200人
入場無料

市内在住60歳
以上で両日参加
できる方
20人
500円（2回分）

介護認定を
受けていない
65～74歳の方
（4/1現在）で
各コース全12回
参加できる方
各コース20人

国際交流に興味
のある方15人
1,500円（弁当
付き）

どなたでも
100人
参加無料

市内在住かつ
就学前の子ども
の親100人

市内で防火管理
者に選任予定の
方優先
3,650円

認知症や転倒の予防効果が期待できる、「歩く脳ト
レ」と言われる「スクエアステップ」を取り入れてい
ます。
　5/16（月）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選）

姉妹都市ユージン市の友人学園から親子訪問団が
来日します。竹の丸でお昼を一緒に食べませんか。
　電話（平日9：00～16：00）またはEメールで申し
込み（申込順）
持ち物　筆記用具、飲み物
教育費と家計の節約術に焦点を絞って学びます。
　5/14（土）～6/15（水）に電話またはFAX、来館
で申し込み（申込順・月曜休館日）
子どもを受け入れながら育てていく意味やコツ、考
え方を一緒に学びましょう。
　①託児希望：5/16（月）必着でハガキ（親子の氏
名、住所、電話番号、子の性別・生年月日・託児中の
授乳の有無を明記）で申し込み（申込多数のときは
抽選）②託児なし：6/22（水）までに電話で申し込
み（申込順）
持ち物　筆記用具、受講票、昼食
　6/13（月）～7/1（金）に所定の申込用紙、受講
料、顔写真1枚（縦3㎝×横2.4㎝）、印鑑を持って直
接申し込み

吉岡彌生記念館（　74-5566・FAX74-4841）
入館料／ 小中学生無料、一般200円 ※特別展開催時は別料金 ※子育て優待カードで入館料割引き
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

ふくしあ健康相談（6月）
★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
県内外のきんぎょ（らんちゅう）愛好家が自
慢の2才魚（昨年生まれた魚）を出品。
　直接会場へ
腹式呼吸で、ストレス解消、集中力や精神力
を高める効果があります。
　直接会場へ

うたと絵本で親子のきずなをはぐくみま
しょう。1回のみの参加も可。
　電話で申し込み（申込順）

歴史に興味がある方ならどなたでも参加で
きます。原谷地区まちづくり協議会事業
　直接会場へ

アマチュアオーケストラのバスーン奏者に
よる、どなたも楽しめる演奏会です。
　直接会場へ

打ったそばは持ち帰ります。
　前日までに電話で申し込み（申込順）

当日配る楽譜を一緒に練習し演奏する合同
合奏会。詳しくはホームページ（http：
//www.geocities.co.jp/MusicHall-Horn/
9001/）をご覧ください。

きんぎょの品評会
　佐藤（　22-3570）

スポーツ吹矢の体験会
　鈴木（　74-2097・12：00～
13：00の間）
「乳幼児子育て応援」うたと
よみきかせきいろいくまさん
（全2回）
　今関（　26-3059）
西山の歴史考
歴史講演会とシンポジウム
　原谷史学習会・佐藤
（　26-1761）

合同合奏会 掛川吹奏楽団と
「K.I.S.S.しましょPartⅫ」
　内田（　22-6602）

静岡バスーンアンサンブル演奏会
　事務局・森田（　0548-22-
3623）

そば打ち体験教室
　大東蕎麦打ちグループ・
國枝（　72-2666）

●【常設展】
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」
　東京女子医科大学の創立者、吉岡彌
生の日常とは。学校、病院、自宅など場
所によって多様に変化する彌生の日常
を想像しながらご覧ください。

●【特別講演会】6/25（土）13：30～15：00
   「続・吉岡彌生とその時代」
　女医の育成と女性の地位向上に奮闘
した彌生は、大正から昭和にかけてさ
らに幅広い活動を展開しました。この時
代から晩年までの軌跡を紹介します。
講師　東京学芸大学元学長 鷲山恭彦さん
ところ　東京女子医大看護学部大東　
　キャンパス（下土方）
対象　一般100人
受講料　無料
※電話またはFAX（講座
名、氏名、住所、電話番号を
明記）で申し込み（申込順）

J-POPや演歌などさまざまな曲の演奏と劇の2部
構成。とても楽しいステージです。
　直接会場へ

お得な住宅ローンや、家づくりのポイントをセミ
ナー形式で紹介します。
　電話で申し込み（申込順）

地域の青少年育成に貢献された大石徳四郎著『喜
寿記念椎の木』を音読します。子どもや故郷への思
いなどを共感し伝えていきましょう。
　電話または来館で申し込み（月曜休館日）
掛川城下の歴史巡りウォーキング。松ヶ岡、ステンド
グラス美術館の見学もあります。小雨決行
持ち物　タオル、飲み物、雨具、健康保険証
　5/27（金）までに電話で申し込み（申込順）
起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申し込み（申込順）

体力測定や健康づくり教室の運営方法を学び、地域
活動の担い手となるボランティアの育成講座です。
8月に1回実習あり
　5/19（木）までに電話で申し込み（申込順）

講師は（一社）県環境資源協会の平井一之さん。事
業所でできる地球温暖化防止対策についてお話し
します。
　電話で申し込み（申込順）

すぐに楽しめる感動のスポーツを体験しましょう。
持ち物　運動のできる服装、タオル、飲み物
　5/7（土）～電話で申し込み（申込順・火・日・祝休）

いきわく吹奏楽部第8回
定期演奏会
　大須賀中央公民館
（　48-1012・FAX48-2024）
建てまい家セミナー
　　産業労政課
（　21-1125）

「椎の木」朗読会
（全10回）
　　大東北公民館
（　74-2200）

掛川街中ウォーキング
　　社会教育課
（　21-1159）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（　21-1125）

ボランティア育成講座
（計9回）
　　高齢者支援課
（　21-1142）

事業所向け環境講演会
　　環境政策課
（　21-1218）

ニュースポーツディスコン講座
※高齢者の生きがいと健康づくり事業
　　高齢者生きがい活動
拠点事業事務局（　 24-2754）
　

地元の食材を見直そう！
　　環境政策課
（　21-1218）

『日本女医会雑誌（第73号）』
彌生が通っていた済生学舎
（医学校）が、風紀の乱れを
理由に女子学生の入学を中止
したころの学内の様子などを
語った「済生学舎懐古座談
会」を収録。

今
月
の
け
っ
ト
ラ
市 

実
行
委
員
会（

　24-

1
1
6
2
）

 

　 5
／
21
　午
前
9
時
〜
正
午

（土）

「健やかステップ」
脳と身体の若返り教室
　　高齢者支援課
（　21-1142）

姉妹都市交流ランチ会
　　NPO法人掛川国際
交流センター（　24-5595）
kic@kakegawa-life.com
子育て世代の
マネープラン教室
　　大須賀中央公民館
（　48-1012・FAX48-2024）

三つ子の魂を育てる講演会
　　保健予防課（　 23-8111、
〒436-0068 御所原9-28）

甲種防火管理新規講習
　　予防課（　21-6104）

掛川いきいき食の会主催。昔ながらの醤油づくりと
地場産食材にこだわったアトリエの見学・体験
　5/13（金）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選）

しょう ゆ
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●東部ふくしあ（　61-2900）
　6/15（水）10：00～11：30
●さすが市出張相談
　（　東部ふくしあ　  61-2900）
　6/3（金）10：00～11：40
●中部ふくしあ（　28-9713)
　6/8（水）9：30～11：30
●西部ふくしあ（　29-5977）
　6/7（火）9：30～11：30
●かけがわ西の市出張相談
　（　西部ふくしあ　  29-5977）
　6/21（火）9：30～11：30
●大東ふくしあ（　72-1116）
　6/1（水）9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（　48-1007）
　6/2（木）9：30～11：30

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
入場無料

どなたでも
参加無料

3歳までの
子どもと保護者
参加無料

どなたでも
参加無料

どなたでも
参加・見学無料

どなたでも
入場無料

成人10人
①800円
②1,000円

5/8（日）13：00～
㈱掛川ボデー工業（満水）

5/14（土）13：30～16：00
大東北公民館（下土方）

5/18・25の水曜日
10：30～11：30
たまり～な和室（満水）

5/22（日）13：30～16：00
原谷地域生涯学習センター
（本郷）

5/22（日）9：30～15：30
生涯学習センター（御所原）

5/28（土）18：00～20：00
（17：30開場）
美感ホール（亀の甲）
①5/28（土）大東市民交流セン
ター（三俣）②7/23（土）生涯学
習センター（御所原）
9：15～12：00

5/8（日）13：30開場
14：00開演
大須賀中央公民館（西大渕）

5/17（火）18：00～
市役所4階会議室6

5/20（金）8：30～15：00
（8：25 極楽公園（長谷）集合）
栄醤油醸造（横須賀）、
森林果樹公園アトリエ（下俣）
毎月第4木曜日
初回5/26（木）
10：00～11：30
大東北公民館（下土方）

5/28（土）9：00～12：00ころ
（8：30受付）
市役所北側駐車場

5/29（日）9：30～16：30
中央図書館（掛川）

6/2（木）徳育保健センター
（御所原）
6/24、7/1・15・22、8/5、
9/2・9の金曜日
市役所4階会議室1
13：30～15：30

6/3（金）14：00～16：00
（13：30受付）
メロープラザ多機能ホール
（袋井市）

6/10・17の金曜日
9：30～11：30
たまり～な（満水）

6/22～9/14の毎週水曜日
※8/17を除く
①コース 9：30～11：30
②コース 13：30～15：30
6/23～9/15の毎週木曜日
※8/11を除く
③コース 9：30～11：30
④コース 13：30～15：30
①②③さんりーな（大池）
④大東市民交流センター（三俣）

6/24（金）13：00～
竹の丸（掛川）

6/25（土）9：30～11：30
大須賀中央公民館（西大渕）

6/26（日）10：00～11：30
徳育保健センター（御所原）
※子ども同伴の参加不可。
　託児（生後3か月～就学
　前の子ども）

7/27（水）・28（木）
9：20～16：00
消防本部3階大会議室（掛川）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
入場無料

どなたでも
参加無料

一般
10人程度
参加料2,000円

どなたでも
コピー代（実費、
当日集金）

どなたでも（小学
生以下保護者同
伴）50人
参加料500円

どなたでも
相談無料

65～69歳
（4/1現在）
20人
受講無料

市内事業所で
勤務する方
200人
入場無料

市内在住60歳
以上で両日参加
できる方
20人
500円（2回分）

介護認定を
受けていない
65～74歳の方
（4/1現在）で
各コース全12回
参加できる方
各コース20人

国際交流に興味
のある方15人
1,500円（弁当
付き）

どなたでも
100人
参加無料

市内在住かつ
就学前の子ども
の親100人

市内で防火管理
者に選任予定の
方優先
3,650円

認知症や転倒の予防効果が期待できる、「歩く脳ト
レ」と言われる「スクエアステップ」を取り入れてい
ます。
　5/16（月）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選）

姉妹都市ユージン市の友人学園から親子訪問団が
来日します。竹の丸でお昼を一緒に食べませんか。
　電話（平日9：00～16：00）またはEメールで申し
込み（申込順）
持ち物　筆記用具、飲み物
教育費と家計の節約術に焦点を絞って学びます。
　5/14（土）～6/15（水）に電話またはFAX、来館
で申し込み（申込順・月曜休館日）
子どもを受け入れながら育てていく意味やコツ、考
え方を一緒に学びましょう。
　①託児希望：5/16（月）必着でハガキ（親子の氏
名、住所、電話番号、子の性別・生年月日・託児中の
授乳の有無を明記）で申し込み（申込多数のときは
抽選）②託児なし：6/22（水）までに電話で申し込
み（申込順）
持ち物　筆記用具、受講票、昼食
　6/13（月）～7/1（金）に所定の申込用紙、受講
料、顔写真1枚（縦3㎝×横2.4㎝）、印鑑を持って直
接申し込み

吉岡彌生記念館（　74-5566・FAX74-4841）
入館料／ 小中学生無料、一般200円 ※特別展開催時は別料金 ※子育て優待カードで入館料割引き
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

ふくしあ健康相談（6月）
★
事
業
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
県内外のきんぎょ（らんちゅう）愛好家が自
慢の2才魚（昨年生まれた魚）を出品。
　直接会場へ
腹式呼吸で、ストレス解消、集中力や精神力
を高める効果があります。
　直接会場へ

うたと絵本で親子のきずなをはぐくみま
しょう。1回のみの参加も可。
　電話で申し込み（申込順）

歴史に興味がある方ならどなたでも参加で
きます。原谷地区まちづくり協議会事業
　直接会場へ

アマチュアオーケストラのバスーン奏者に
よる、どなたも楽しめる演奏会です。
　直接会場へ

打ったそばは持ち帰ります。
　前日までに電話で申し込み（申込順）

当日配る楽譜を一緒に練習し演奏する合同
合奏会。詳しくはホームページ（http：
//www.geocities.co.jp/MusicHall-Horn/
9001/）をご覧ください。

きんぎょの品評会
　佐藤（　22-3570）

スポーツ吹矢の体験会
　鈴木（　74-2097・12：00～
13：00の間）
「乳幼児子育て応援」うたと
よみきかせきいろいくまさん
（全2回）
　今関（　26-3059）
西山の歴史考
歴史講演会とシンポジウム
　原谷史学習会・佐藤
（　26-1761）

合同合奏会 掛川吹奏楽団と
「K.I.S.S.しましょPartⅫ」
　内田（　22-6602）

静岡バスーンアンサンブル演奏会
　事務局・森田（　0548-22-
3623）

そば打ち体験教室
　大東蕎麦打ちグループ・
國枝（　72-2666）

●【常設展】
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」
　東京女子医科大学の創立者、吉岡彌
生の日常とは。学校、病院、自宅など場
所によって多様に変化する彌生の日常
を想像しながらご覧ください。

●【特別講演会】6/25（土）13：30～15：00
   「続・吉岡彌生とその時代」
　女医の育成と女性の地位向上に奮闘
した彌生は、大正から昭和にかけてさ
らに幅広い活動を展開しました。この時
代から晩年までの軌跡を紹介します。
講師　東京学芸大学元学長 鷲山恭彦さん
ところ　東京女子医大看護学部大東　
　キャンパス（下土方）
対象　一般100人
受講料　無料
※電話またはFAX（講座
名、氏名、住所、電話番号を
明記）で申し込み（申込順）

J-POPや演歌などさまざまな曲の演奏と劇の2部
構成。とても楽しいステージです。
　直接会場へ

お得な住宅ローンや、家づくりのポイントをセミ
ナー形式で紹介します。
　電話で申し込み（申込順）

地域の青少年育成に貢献された大石徳四郎著『喜
寿記念椎の木』を音読します。子どもや故郷への思
いなどを共感し伝えていきましょう。
　電話または来館で申し込み（月曜休館日）
掛川城下の歴史巡りウォーキング。松ヶ岡、ステンド
グラス美術館の見学もあります。小雨決行
持ち物　タオル、飲み物、雨具、健康保険証
　5/27（金）までに電話で申し込み（申込順）
起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申し込み（申込順）

体力測定や健康づくり教室の運営方法を学び、地域
活動の担い手となるボランティアの育成講座です。
8月に1回実習あり
　5/19（木）までに電話で申し込み（申込順）

講師は（一社）県環境資源協会の平井一之さん。事
業所でできる地球温暖化防止対策についてお話し
します。
　電話で申し込み（申込順）

すぐに楽しめる感動のスポーツを体験しましょう。
持ち物　運動のできる服装、タオル、飲み物
　5/7（土）～電話で申し込み（申込順・火・日・祝休）

いきわく吹奏楽部第8回
定期演奏会
　大須賀中央公民館
（　48-1012・FAX48-2024）
建てまい家セミナー
　　産業労政課
（　21-1125）

「椎の木」朗読会
（全10回）
　　大東北公民館
（　74-2200）

掛川街中ウォーキング
　　社会教育課
（　21-1159）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（　21-1125）

ボランティア育成講座
（計9回）
　　高齢者支援課
（　21-1142）

事業所向け環境講演会
　　環境政策課
（　21-1218）

ニュースポーツディスコン講座
※高齢者の生きがいと健康づくり事業
　　高齢者生きがい活動
拠点事業事務局（　 24-2754）
　

地元の食材を見直そう！
　　環境政策課
（　21-1218）

『日本女医会雑誌（第73号）』
彌生が通っていた済生学舎
（医学校）が、風紀の乱れを
理由に女子学生の入学を中止
したころの学内の様子などを
語った「済生学舎懐古座談
会」を収録。
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「健やかステップ」
脳と身体の若返り教室
　　高齢者支援課
（　21-1142）

姉妹都市交流ランチ会
　　NPO法人掛川国際
交流センター（　24-5595）
kic@kakegawa-life.com
子育て世代の
マネープラン教室
　　大須賀中央公民館
（　48-1012・FAX48-2024）

三つ子の魂を育てる講演会
　　保健予防課（　 23-8111、
〒436-0068 御所原9-28）

甲種防火管理新規講習
　　予防課（　21-6104）

掛川いきいき食の会主催。昔ながらの醤油づくりと
地場産食材にこだわったアトリエの見学・体験
　5/13（金）までに電話で申し込み（申込多数のと
きは抽選）

しょう ゆ
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海岸保全活動の一環として海岸清
掃を行います。
とき　6月5日（日）午前6時～（雨天
決行、警報発令時には中止）

ところ　市内の海岸一帯
※駐車場は大東総合運動場または大東
温泉シートピアをご利用ください。

海岸清掃にご協力を
　維持管理課（　21-1154）

この期間は、用水路の水が大幅に
増量します。大井川用水が流れるとこ
ろでは、危険防止のため次のことにご
協力ください。
◆水路の近くでは、子どもを絶対に遊
ばせないでください。

◆大井川用水は、稲作などの大切な
農業用水路です。ごみや雑草を捨
てないでください。

5月6日（金）～8月31日（水）は
大井川用水の夏期通水
　  農林課（　21-1146）

産業戦略支援窓口を開設
　 産業労政課（　21-1125）

経済センサス（活動調査）に
ご協力ください

　企画政策課（　21-1127）
すべての事業所・企業が対象です。

今回から導入されるインターネットで
の回答が便利です。調査の結果は、国
の行政施策や、地域の産業振興、商店
街の活性化などの地域行政のための
資料として利活用されます。
目的　全国の事業所・企業の活動状況
を明らかにし、さまざまな統計調査
の基礎になる情報を得ること
期日　6月1日現在で実施
調査内容　従業員数、事業内容、売
上、費用など
調査方法　5月下旬に調査員が調査
票とインターネットIDを配布。調査
票で回答する場合は6月上旬に回収
に伺います。一定規模以上の事業
所などは、郵送で調査票を送付しま
す。

※詳しくは総務省
統計局のホーム
ページをご覧く
ださい。

企業が抱える省エネ対策や経営改
善などの支援を行う相談窓口を開設
しました。気軽にご利用ください。
とき　平日午前9時～午後5時（予約制）
ところ　総合福祉センターあいり～
な東館3階（掛川）
予約方法　（一社）中東遠タスク
フォースセンター（　23-4675・
chutoen@tfc2016.net）へ電話
またはEメールで予約

この期間を中心に、児童福祉の理
念の普及、啓発のための行事が全国
各地で行われます。子どもや家庭、子
どもの健やかな成長について、みんな
で考えましょう。

5月5日（木・祝）～11日（水）は
児童福祉週間

～その笑顔未来を照らす道しるべ～
 　こども希望課（　21-1144）

お子さんや子育てに関する悩みを
一緒に考える電話相談です。相談内容
は秘密厳守、匿名での相談も受け付
けます。
相談時間　午前9時～午後8時（土日
は午後5時まで。祝日・年末年始は
お休み）

子ども・家庭110番を
ご利用ください

　 053-458-4152
　 こども希望課（　21-1144）

現在、「価格等縦覧帳簿」の縦覧と、
「固定資産課税台帳」の閲覧を行って
います。
とき　6月6日（月）まで
ところ　市役所2階資産税課、大東・大
須賀支所市民窓口係

固定資産税の縦覧と閲覧
　 資産税課（　21-1137）

大東・大須賀支所、大東北公民館に
設置しましたのでご利用ください。
持ち込めるもの　新聞、段ボール、雑
がみ、紙パック

古紙回収コンテナを
設置しました

　 環境政策課（　21-1145）

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。

固定資産税・都市計画税
第1期、軽自動車税全期の
納期限は6月6日（月）です
　納税課（　21-1206）
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今年度の主要施策や事業、予算な
どについて市民と行政が情報を共有
する集会です。
とき　5月28日（土）午前9時30分～
ところ　生涯学習センター（御所原）
対象　市民一般
講演　午前10時35分～（予定）
講師　経済ジャーナリスト　須田慎一
郎さん

※申込不要。直接会場へ

県では、毎年5月から6月にかけて
不正大麻・けし撲滅運動を実施しま
す。
不正けしは麻薬（あへん）の原料と

なるため、法律で栽培・採取が厳しく
規制されています。これらを許可無く
栽培した場合、観賞用として栽培して
いても、処罰の対象となります。
庭や畑などに疑われるものを発見

した場合は、最寄りの保健所にご連絡
ください（FAXなどで生育場所と写真
を送付していただければ鑑定しま
す）。

市民の健康の保持、増進、健康寿命
の延伸のため、市民や団体などが自主
的に行う健康づくり活動に対して補
助金を交付します。
対象　地区、自治区、市民団体、企業
が集団で実施する、ウォーキング、
ラジオ体操などの営利を目的とし
ない健康づくり活動
補助額　経費の2分の1以内で上限2
万5千円（1年度につき1回のみ）
申請期間　5月2日（月）～31日（火）
の平日午前8時30分～午後5時15分
申請窓口　徳育保健センター（御所
原9-28）

※詳しくはお問い合わせください。

平成28年度協働による
まちづくり中央集会を開催
　生涯学習協働推進課（　 21-1129）

不正けしを見つけたら
ご連絡ください

　 西部保健所掛川支所
（　22-3262・FAX22-9217）

5月はマダニが草むらに多く発生
し、ダニ媒介性疾患「重症熱性血小板
減少症候群（SFTS）」の発症が増え
る季節です。
野山に入るときは、衣類に殺ダニス

プレーをかけましょう。この時期に殺
ダニ首輪やスポット剤を犬や猫に付け
るのが効果的です。

海岸防災林の松くい虫を防除する
ため、ヘリコプターによる薬剤空中散
布を行います。実施日は散布区域に立
ち入らないでください。ご理解ご協力
をお願いします。
とき　5月18日（水）午前4～8時ころ
ところ　市内の海岸防災林
※国道150号以南の区域。天候などに
より延期または中止する場合があ
ります（延期の場合は5月19日（木）
～23日（月）のいずれか）。

マダニに注意しましょう
　 保健予防課（　23-8111）

薬剤の空中散布を実施します
　地域支援課（　21-1150）

健康づくり推進事業費補助金
　　 保健予防課（　23-8111）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

①どなたでも
②産後2か月
以降の母親
各8人1,200円/回

どなたでも
1家族1,000円/月
（保険料別途）

どなたでも
花代1,000円/回

どなたでも
500円/回

毎月第2・4木曜日
①9：10～10：10
②10：20～11：20
シオーネ和室（大坂）

①毎週木曜日19：00～20：30
②毎週日曜日18：30～20：00
①掛川第一小②佐束小体育館

毎月第2・4木曜日14：00～
街なか再生サロン（連雀）

毎月第2・4土曜日
9：00～10：00
さんりーな東側公園（大池）

②は3歳以下の子ども同伴可。
バランスボールやストレッチポールなどを
使って骨盤周りの筋肉を調整します。
　電話またはEメールで申し込み（申込順）

1か月無料体験あり。
　会場が変わる場合あり。ホームページ
（「恒心塾」で検索）で確認後直接会場へ
流派にこだわらず生け花を楽しみます。初
心者には基本から指導します。
　電話で申し込み
青空の下、気功や太極拳でリフレッシュ。高
齢者も参加しています。初心者歓迎
　電話またはEメールで申し込み

骨盤ケア教室
　ナナスマイル・松浦
（　050-5873-3850）
elmer7smile@yahoo.ne.jp

空手教室恒心塾会員募集
　事務局（　090-8959-2019）

生け花サークル会員募集
　山下（　24-8732）

健康太極拳の会会員募集
　板倉（　23-2317）
itakurattt@nifty.com

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

親子10組
年間4,000円/組
（保険料別）

50～80歳で4回
参加できる方12人
3,200円
親子
17家族
参加料、活動費
あり
1団体6,000円
および大人300円・
小人200円
（出演者分必要）

10歳以上
60人
参加無料

6/4（土）～H29.1月の間
（9回程度）
研究会圃場（市内各所）

6/6・20、7/4・18の月曜日
9：30～11：00
生涯学習センター（御所原）
6/18（土）10：00～19（日）14：00
1泊2日
県立焼津青少年の家、小川港
周辺（焼津市）

8/21（日）12：00～
生涯学習センター（御所原）

6月～H29.3月の土曜日
14：00～16：00
生涯学習センター（御所原）

稲作、大根などの季節の野菜栽培や料理教
室、もちつきなど
　5/31（火）までに電話、FAXで申し込み
（申込順）

おいしいそばが打てるようになります。
　5/31（火）までに電話で申し込み（申込順）

　生涯学習センター、美感ホール、シオー
ネ、大須賀中央公民館にある要項を確認し、
郵送で申し込み（6/3（金）必着）

カヌーや海釣りなどの自然体験。費用など
詳しくはお問い合わせください。
　5/7（土）9：00～28（土）17：00に電話で
申し込み（申込多数のときは抽選）

英語や外国文化に興味のある方対象。ワー
クショップなどを通して英語を学びます。
　電話またはEメールで申し込み（申込順）

親子エコ農業体験教室
　エコロジーライフ研究会・
大都（　・FAX23-2627）
おお つ

楽しいそば打ち会
　小山（　090-9943-9150）

エンジョイ家族
　県立焼津青少年の家
（　054-624-4675）

掛川合唱祭参加団体募集
　掛川合唱連盟事務局・堀内
（　22-8390）

DEEPプロジェクト
　レベス・ジャクソン
（　090-4269-2044）
levethjackson25@gmail.com

市内の神社や寺の森でムササビの生
息状況などを調べる方を募集します。
対象　市内在住の方（中学生以下は
保護者同伴）
募集人員　30組程度
内容　ムササビの生息調査（生活痕な
どの確認）。調査方法は、6月に開催
予定の説明会でお知らせします。
参加料　無料
応募方法　5月25日（水）までに電話
またはFAXで申し込み

市防犯リーダーを中心に活動してい
るボランティア団体の「掛川市防犯リー
ダーの会」が、地域のシニアクラブ、地
区イベントなどで出前講座を行ってい
ます。
講座内容　振り込め詐欺、侵入盗対
策、子どもの防犯対策など
応募方法　開催希望日の1か月前ま
でに、電話で申し込み

募集団地　吉岡（2戸）、暦（2戸）、原
谷第2（1戸）、十九首（2戸）、仁藤
（2戸）
入居資格　所得、家族構成など条件あ
り。詳しくはお問い合わせください。
申込期間　5月16日（月）～31日（火）
抽選会　申込多数のときは抽選（6
月9日（木）午後6時（予定））となり
ます。　
入居可能日　8月1日（月）

防犯出前講座募集
　　危機管理課（　21-1131）

市営住宅入居者募集
　　都市政策課（　21-1152）

「ムササビ調査隊」参加者募集
　　 環境政策課

（　21-1218・FAX21-1164）
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海岸保全活動の一環として海岸清
掃を行います。
とき　6月5日（日）午前6時～（雨天
決行、警報発令時には中止）

ところ　市内の海岸一帯
※駐車場は大東総合運動場または大東
温泉シートピアをご利用ください。

海岸清掃にご協力を
　維持管理課（　21-1154）

この期間は、用水路の水が大幅に
増量します。大井川用水が流れるとこ
ろでは、危険防止のため次のことにご
協力ください。
◆水路の近くでは、子どもを絶対に遊
ばせないでください。

◆大井川用水は、稲作などの大切な
農業用水路です。ごみや雑草を捨
てないでください。

5月6日（金）～8月31日（水）は
大井川用水の夏期通水
　  農林課（　21-1146）

産業戦略支援窓口を開設
　 産業労政課（　21-1125）

経済センサス（活動調査）に
ご協力ください

　企画政策課（　21-1127）
すべての事業所・企業が対象です。

今回から導入されるインターネットで
の回答が便利です。調査の結果は、国
の行政施策や、地域の産業振興、商店
街の活性化などの地域行政のための
資料として利活用されます。
目的　全国の事業所・企業の活動状況
を明らかにし、さまざまな統計調査
の基礎になる情報を得ること
期日　6月1日現在で実施
調査内容　従業員数、事業内容、売
上、費用など
調査方法　5月下旬に調査員が調査
票とインターネットIDを配布。調査
票で回答する場合は6月上旬に回収
に伺います。一定規模以上の事業
所などは、郵送で調査票を送付しま
す。

※詳しくは総務省
統計局のホーム
ページをご覧く
ださい。

企業が抱える省エネ対策や経営改
善などの支援を行う相談窓口を開設
しました。気軽にご利用ください。
とき　平日午前9時～午後5時（予約制）
ところ　総合福祉センターあいり～
な東館3階（掛川）
予約方法　（一社）中東遠タスク
フォースセンター（　23-4675・
chutoen@tfc2016.net）へ電話
またはEメールで予約

この期間を中心に、児童福祉の理
念の普及、啓発のための行事が全国
各地で行われます。子どもや家庭、子
どもの健やかな成長について、みんな
で考えましょう。

5月5日（木・祝）～11日（水）は
児童福祉週間

～その笑顔未来を照らす道しるべ～
 　こども希望課（　21-1144）

お子さんや子育てに関する悩みを
一緒に考える電話相談です。相談内容
は秘密厳守、匿名での相談も受け付
けます。
相談時間　午前9時～午後8時（土日
は午後5時まで。祝日・年末年始は
お休み）

子ども・家庭110番を
ご利用ください

　 053-458-4152
　 こども希望課（　21-1144）

現在、「価格等縦覧帳簿」の縦覧と、
「固定資産課税台帳」の閲覧を行って
います。
とき　6月6日（月）まで
ところ　市役所2階資産税課、大東・大
須賀支所市民窓口係

固定資産税の縦覧と閲覧
　 資産税課（　21-1137）

大東・大須賀支所、大東北公民館に
設置しましたのでご利用ください。
持ち込めるもの　新聞、段ボール、雑
がみ、紙パック

古紙回収コンテナを
設置しました

　 環境政策課（　21-1145）

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。

固定資産税・都市計画税
第1期、軽自動車税全期の
納期限は6月6日（月）です
　納税課（　21-1206）
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今年度の主要施策や事業、予算な
どについて市民と行政が情報を共有
する集会です。
とき　5月28日（土）午前9時30分～
ところ　生涯学習センター（御所原）
対象　市民一般
講演　午前10時35分～（予定）
講師　経済ジャーナリスト　須田慎一
郎さん

※申込不要。直接会場へ

県では、毎年5月から6月にかけて
不正大麻・けし撲滅運動を実施しま
す。
不正けしは麻薬（あへん）の原料と

なるため、法律で栽培・採取が厳しく
規制されています。これらを許可無く
栽培した場合、観賞用として栽培して
いても、処罰の対象となります。
庭や畑などに疑われるものを発見

した場合は、最寄りの保健所にご連絡
ください（FAXなどで生育場所と写真
を送付していただければ鑑定しま
す）。

市民の健康の保持、増進、健康寿命
の延伸のため、市民や団体などが自主
的に行う健康づくり活動に対して補
助金を交付します。
対象　地区、自治区、市民団体、企業
が集団で実施する、ウォーキング、
ラジオ体操などの営利を目的とし
ない健康づくり活動
補助額　経費の2分の1以内で上限2
万5千円（1年度につき1回のみ）
申請期間　5月2日（月）～31日（火）
の平日午前8時30分～午後5時15分
申請窓口　徳育保健センター（御所
原9-28）

※詳しくはお問い合わせください。

平成28年度協働による
まちづくり中央集会を開催
　生涯学習協働推進課（　 21-1129）

不正けしを見つけたら
ご連絡ください

　 西部保健所掛川支所
（　22-3262・FAX22-9217）

5月はマダニが草むらに多く発生
し、ダニ媒介性疾患「重症熱性血小板
減少症候群（SFTS）」の発症が増え
る季節です。
野山に入るときは、衣類に殺ダニス

プレーをかけましょう。この時期に殺
ダニ首輪やスポット剤を犬や猫に付け
るのが効果的です。

海岸防災林の松くい虫を防除する
ため、ヘリコプターによる薬剤空中散
布を行います。実施日は散布区域に立
ち入らないでください。ご理解ご協力
をお願いします。
とき　5月18日（水）午前4～8時ころ
ところ　市内の海岸防災林
※国道150号以南の区域。天候などに
より延期または中止する場合があ
ります（延期の場合は5月19日（木）
～23日（月）のいずれか）。

マダニに注意しましょう
　 保健予防課（　23-8111）

薬剤の空中散布を実施します
　地域支援課（　21-1150）

健康づくり推進事業費補助金
　　 保健予防課（　23-8111）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

①どなたでも
②産後2か月
以降の母親
各8人1,200円/回

どなたでも
1家族1,000円/月
（保険料別途）

どなたでも
花代1,000円/回

どなたでも
500円/回

毎月第2・4木曜日
①9：10～10：10
②10：20～11：20
シオーネ和室（大坂）

①毎週木曜日19：00～20：30
②毎週日曜日18：30～20：00
①掛川第一小②佐束小体育館

毎月第2・4木曜日14：00～
街なか再生サロン（連雀）

毎月第2・4土曜日
9：00～10：00
さんりーな東側公園（大池）

②は3歳以下の子ども同伴可。
バランスボールやストレッチポールなどを
使って骨盤周りの筋肉を調整します。
　電話またはEメールで申し込み（申込順）

1か月無料体験あり。
　会場が変わる場合あり。ホームページ
（「恒心塾」で検索）で確認後直接会場へ
流派にこだわらず生け花を楽しみます。初
心者には基本から指導します。
　電話で申し込み
青空の下、気功や太極拳でリフレッシュ。高
齢者も参加しています。初心者歓迎
　電話またはEメールで申し込み

骨盤ケア教室
　ナナスマイル・松浦
（　050-5873-3850）
elmer7smile@yahoo.ne.jp

空手教室恒心塾会員募集
　事務局（　090-8959-2019）

生け花サークル会員募集
　山下（　24-8732）

健康太極拳の会会員募集
　板倉（　23-2317）
itakurattt@nifty.com

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

親子10組
年間4,000円/組
（保険料別）

50～80歳で4回
参加できる方12人
3,200円
親子
17家族
参加料、活動費
あり
1団体6,000円
および大人300円・
小人200円
（出演者分必要）

10歳以上
60人
参加無料

6/4（土）～H29.1月の間
（9回程度）
研究会圃場（市内各所）

6/6・20、7/4・18の月曜日
9：30～11：00
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6/18（土）10：00～19（日）14：00
1泊2日
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8/21（日）12：00～
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6月～H29.3月の土曜日
14：00～16：00
生涯学習センター（御所原）

稲作、大根などの季節の野菜栽培や料理教
室、もちつきなど
　5/31（火）までに電話、FAXで申し込み
（申込順）

おいしいそばが打てるようになります。
　5/31（火）までに電話で申し込み（申込順）

　生涯学習センター、美感ホール、シオー
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郵送で申し込み（6/3（金）必着）
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詳しくはお問い合わせください。
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河川愛護モニター募集
　　浜松河川国道事務所
（　053-466-0118）
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平成28年4月13日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 219 5,936,180
 法人 317 165,311,558
 団体 173 9,654,273
 合計 709 180,902,011

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（　21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

犬の散歩を通じて子どもたちや地
域の安全を見守っていただける方を
募集します。
応募資格　畜犬登録済みの犬を飼っ
ている市民
応募窓口　掛川地区防犯協会または
危機管理課（持ち物　認め印）

※会員には会員証明書とパトロール
用ベスト、反射腕章をお渡しします
（会費無料）。

県内に就業場所がある企業が多数
参加する説明会です。
とき　①5月9日（月）②5月19日（木）
ところ　①アクトシティ浜松（浜松市
中区）②グランシップ（静岡市駿河区）
対象　平成29年3月卒業予定の大学
（院）、短大、高専、専修学校などの
学生または新卒枠での応募を希望
する卒業後3年以内の既卒者
内容　ア：面接対策セミナー（要予約）
午前10時～11時30分 イ：合同企業
説明会（一部要予約、県就職支援サ
イト「しずおか就職net」参照）午前
11時30分～午後4時
予約方法　ア：しずおかジョブステー
ションへ電話で申し込み①053-

　454-2523②054-284-0027
※詳しくはお問い合わせください
　（面接対策セミナーは、しずおか
ジョブステーションへ）。

国土交通省では、菊川を見て何か
気づいたときや河川に関する要望や
情報を聞いたとき、ごみの不法投棄や
水の流れ、河川の施設などの異常を
見つけたときなどに情報を報告する
モニターを募集します。
募集人員　1人
応募資格　菊川の河口から大船渡橋
付近の近隣に住む、20歳以上で菊
川に関心のある方
任期　7月1日から1年間（予定）
応募期限　6月6日（月）
※詳しくはお問い合わせください。

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）
北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）マツイ健設 （ 23-8691）
協和水道（株） （ 26-1331）
（株）巧栄水道 （ 24-7661）
（株）掛川水道設備 （ 24-8055）
（株）まつだ配管 （ 26-3261）
（株）浅岡工業 （ 24-2611）
（有）諸星配管 （ 22-2975）
（株）トダックス （ 26-2161）

（有）静管興業 （ 72-4705）
（有）土屋設備 （ 48-2093）
綱取管興 （ 48-2004）
（有）林配管 （ 72-5515）
（有）豊設備 （ 72-5630）
（有）浅岡管興 （ 48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （ 74-3340）
（有）大城配管 （ 72-4685）

6/ 4 （土）
 5 （日）
 11 （土）
 12 （日）
 18 （土）
 19 （日）
 25 （土）
 26 （日）

6/ 4 （土）
 5 （日）
 11 （土）
 12 （日）
 18 （土）
 19 （日）
 25 （土）
 26 （日）

かけがえのない出会いと体験があな
たを待っています。
とき　8月10日（水）～19日（金）8泊
10日
訪問先　コーニング市（ホームステイ
5泊）ニューヨーク市、ワシントン
D.C.
対象・募集人数　市内在住または在学
の高校生15人、一般若干名
参加費　39万5千円程度（為替レー
ト、燃料税などによる変動あり）

※高校生は、市から一部補助（10万
円）があります。
参加条件　説明会や結団式、勉強会
（2回）報告会への参加
応募方法　5月9日（月）～27日（金）
に電話（平日9：00～16：０）またはE
メールで応募

※応募多数のときは当センターの要
項により決定。詳しくはお問い合わ
せください。

コーニング市（米国姉妹都市）
友好訪問団参加者募集
　   NPO法人掛川国際交流センター

（　24-5595）
kic@kakegawa-life.com

姉妹都市の米国オレゴン州ユージ
ン市にある友人学園から生徒と保護
者が来ます。家族ぐるみで国際交流し
ませんか。
とき　6月24日（金）～26日（日）
募集　8家庭（親子2人の受け入れを
お願いします）
申込方法　5月9日（月）以降に電話
（平日9：00～16：００）またはEメー
ルで申し込み（申込順）

国際姉妹都市交流事業
ホストファミリーをして

みませんか
　   NPO法人掛川国際交流センター

（　24-5595）
kic@kakegawa-life.com

掛川市犬のおまわりさん
会員募集

　　掛川地区防犯協会
（掛川警察署内　21-3007）
危機管理課（　21-1131）

大学生等合同企業説明会
　　 県雇用推進課

（　054-221-2573）
静岡労働局職業安定課
（　054-271-9958）

住民基本台帳人口 117,520人 （－173） 58,730人（－48） 58,790人（－125） 43,059（＋124）
 日本人 113,909人 （－203） 57,086人（－56） 56,823人（－147） 41,273（＋  94）
 外国人 3,611人 （＋  30）   1,644人（＋  8）   1,967人（＋  22）   1,786（＋  30）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

5
・
6
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（　23-2273）
と　き 5/14（土）・22（日）、6/11（土）・26（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）
と　き　5/24（火）、6/28（火）13：00～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（　21-1140）
と　き　5/17（火）、6/21（火）9：30～13：20
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

■市の人口（4月1日現在）

4
月
か
ら
広
報
係
に
配
属
と
な
り

ま
し
た
。
広
報
の
仕
事
は
ま
っ
た
く

の
初
め
て
で
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
歩

い
て
い
る
と
笑
わ
れ
た
り
、
職
員
か

ら
の
取
材
依
頼
の
電
話
に
私
が
出
る

と
が
っ
か
り
し
た
声
を
出
さ
れ
た

り
、
そ
ん
な
毎
日
で
す
。

異
動
で
多
く
の
課
（
仕
事
）
を
経

験
し
、
そ
の
度
に
異
な
る
視
点
で
見

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
掛
川
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
「
掛
川
」
を
発
信
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　（
森
）
 

姉妹都市　岩手県奥州市

つなげる・つながる　みちのく魅力発信

何
か
を
し
た
い
の
思
い
は
届
く

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
1
6

▲2016本のキャンドルが幻想的な景色を作り出した

　

Oshu

東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
の
歳
月
が
経
過
し

た
3
月
11
日
。
水
沢
高
校
の
中
庭
に
キ
ャ
ン
ド

ル
で
表
し
た
「
P
R
A
Y
　
F
⑤
R
　
J
A
P

A
N
　
3
・
11
　
M
H
S
」
の
文
字
が
灯
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
校
の
生
徒
が
企
画
し

た
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終

幕
で
、
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
風
化
防
止
を
呼
び

掛
け
た
募
金
活
動
を
通
じ
、
被
災
地
の
復
興
支

援
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
10
人
く
ら
い
で
活
動
を
始
め
た
こ
ろ
は
不

安
が
あ
っ
た
。
先
輩
や
先
生
、
地
域
の
方
が
応

援
し
て
く
れ
て
、
一
人
一
人
の
小
さ
な
力
が
集

ま
り
絆
が
生
ま
れ
た
」
と
話
す
発
起
人
の
1
人
、

同
校
1
年
の
吉
田
未
南
さ
ん
（
16
）
。
そ
の
思

い
を
表
す
よ
う
に
、
キ
ャ
ン
ド
ル
は
美
し
い
輝

き
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

み

き
ず
な

な

納付場所　金融機関、郵便局、コン
ビニエンスストア

※インターネットバンキングも利用
できます。

自動車税の納期限は
5月31日（火）です
　 磐田財務事務所課税課
（　0538-37-2211）

広報かけがわ　ネットで活用

「i広報紙」
　紹介ページ

手
軽
に
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、

必
要
な
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

探
し
出
せ
ま
す
。

「
広
報
か
け
が
わ
」
を
通
じ
て
、
行
政

の
持
つ
情
報
を
よ
り
多
く
の
市
民
と
共
有

す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
広
報
紙
発
行

日
の
毎
月
1
日
に
当
月
号
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
ト
ッ
プ
画
面
右
側
に
「
広
報
か
け

が
わ
」
の
バ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」
は
平
成
25

年
度
か
ら
、
「
広
報
か
け
が
わ
P
D
F
版
」

は
平
成
22
年
度
か
ら
の
広
報
紙
デ
ー
タ
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
過
去
の
出
来
事

な
ど
を
振
り
返
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
は
民
間
会
社
が

運
営
す
る
電
子
広
報
紙
の
配
信
用
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
プ
リ
）
「
i
広
報
紙
」

を
導
入
。
こ
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

こ
と
で
、
簡
単
に
広
報
紙
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
、
通
信
費
は
利

用
者
負
担
）
。
乳
幼
児
の
検
診
日
、

医
療
機
関
の
連
絡
先
、
イ

ベ
ン
ト
日
程
な
ど
、
家
事

や
育
児
、
仕
事
の
合
間
に

探
し
出
せ
て
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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河川愛護モニター募集
　　浜松河川国道事務所
（　053-466-0118）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成28年4月13日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 219 5,936,180
 法人 317 165,311,558
 団体 173 9,654,273
 合計 709 180,902,011

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（　21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

犬の散歩を通じて子どもたちや地
域の安全を見守っていただける方を
募集します。
応募資格　畜犬登録済みの犬を飼っ
ている市民
応募窓口　掛川地区防犯協会または
危機管理課（持ち物　認め印）

※会員には会員証明書とパトロール
用ベスト、反射腕章をお渡しします
（会費無料）。

県内に就業場所がある企業が多数
参加する説明会です。
とき　①5月9日（月）②5月19日（木）
ところ　①アクトシティ浜松（浜松市
中区）②グランシップ（静岡市駿河区）
対象　平成29年3月卒業予定の大学
（院）、短大、高専、専修学校などの
学生または新卒枠での応募を希望
する卒業後3年以内の既卒者
内容　ア：面接対策セミナー（要予約）
午前10時～11時30分 イ：合同企業
説明会（一部要予約、県就職支援サ
イト「しずおか就職net」参照）午前
11時30分～午後4時
予約方法　ア：しずおかジョブステー
ションへ電話で申し込み①053-

　454-2523②054-284-0027
※詳しくはお問い合わせください
　（面接対策セミナーは、しずおか
ジョブステーションへ）。

国土交通省では、菊川を見て何か
気づいたときや河川に関する要望や
情報を聞いたとき、ごみの不法投棄や
水の流れ、河川の施設などの異常を
見つけたときなどに情報を報告する
モニターを募集します。
募集人員　1人
応募資格　菊川の河口から大船渡橋
付近の近隣に住む、20歳以上で菊
川に関心のある方
任期　7月1日から1年間（予定）
応募期限　6月6日（月）
※詳しくはお問い合わせください。

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）
北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）マツイ健設 （ 23-8691）
協和水道（株） （ 26-1331）
（株）巧栄水道 （ 24-7661）
（株）掛川水道設備 （ 24-8055）
（株）まつだ配管 （ 26-3261）
（株）浅岡工業 （ 24-2611）
（有）諸星配管 （ 22-2975）
（株）トダックス （ 26-2161）

（有）静管興業 （ 72-4705）
（有）土屋設備 （ 48-2093）
綱取管興 （ 48-2004）
（有）林配管 （ 72-5515）
（有）豊設備 （ 72-5630）
（有）浅岡管興 （ 48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （ 74-3340）
（有）大城配管 （ 72-4685）

6/ 4 （土）
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 25 （土）
 26 （日）
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かけがえのない出会いと体験があな
たを待っています。
とき　8月10日（水）～19日（金）8泊
10日
訪問先　コーニング市（ホームステイ
5泊）ニューヨーク市、ワシントン
D.C.
対象・募集人数　市内在住または在学
の高校生15人、一般若干名
参加費　39万5千円程度（為替レー
ト、燃料税などによる変動あり）

※高校生は、市から一部補助（10万
円）があります。
参加条件　説明会や結団式、勉強会
（2回）報告会への参加
応募方法　5月9日（月）～27日（金）
に電話（平日9：00～16：０）またはE
メールで応募

※応募多数のときは当センターの要
項により決定。詳しくはお問い合わ
せください。

コーニング市（米国姉妹都市）
友好訪問団参加者募集
　   NPO法人掛川国際交流センター

（　24-5595）
kic@kakegawa-life.com

姉妹都市の米国オレゴン州ユージ
ン市にある友人学園から生徒と保護
者が来ます。家族ぐるみで国際交流し
ませんか。
とき　6月24日（金）～26日（日）
募集　8家庭（親子2人の受け入れを
お願いします）
申込方法　5月9日（月）以降に電話
（平日9：00～16：００）またはEメー
ルで申し込み（申込順）

国際姉妹都市交流事業
ホストファミリーをして

みませんか
　   NPO法人掛川国際交流センター

（　24-5595）
kic@kakegawa-life.com

掛川市犬のおまわりさん
会員募集

　　掛川地区防犯協会
（掛川警察署内　21-3007）
危機管理課（　21-1131）

大学生等合同企業説明会
　　 県雇用推進課

（　054-221-2573）
静岡労働局職業安定課
（　054-271-9958）

住民基本台帳人口 117,520人 （－173） 58,730人（－48） 58,790人（－125） 43,059（＋124）
 日本人 113,909人 （－203） 57,086人（－56） 56,823人（－147） 41,273（＋  94）
 外国人 3,611人 （＋  30）   1,644人（＋  8）   1,967人（＋  22）   1,786（＋  30）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」
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・
6
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（　23-2273）
と　き 5/14（土）・22（日）、6/11（土）・26（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）
と　き　5/24（火）、6/28（火）13：00～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（　21-1140）
と　き　5/17（火）、6/21（火）9：30～13：20
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。
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を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
広
報
紙
発
行

日
の
毎
月
1
日
に
当
月
号
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
ト
ッ
プ
画
面
右
側
に
「
広
報
か
け

が
わ
」
の
バ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」
は
平
成
25

年
度
か
ら
、
「
広
報
か
け
が
わ
P
D
F
版
」

は
平
成
22
年
度
か
ら
の
広
報
紙
デ
ー
タ
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
過
去
の
出
来
事

な
ど
を
振
り
返
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
は
民
間
会
社
が

運
営
す
る
電
子
広
報
紙
の
配
信
用
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
プ
リ
）
「
i
広
報
紙
」

を
導
入
。
こ
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

こ
と
で
、
簡
単
に
広
報
紙
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
、
通
信
費
は
利

用
者
負
担
）
。
乳
幼
児
の
検
診
日
、

医
療
機
関
の
連
絡
先
、
イ

ベ
ン
ト
日
程
な
ど
、
家
事

や
育
児
、
仕
事
の
合
間
に

探
し
出
せ
て
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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3/18

市は、水辺の安全を確保し、マリンスポー
ツや親水活動を普及する「シーバード掛川」
の発足式を大東海洋センター艇庫で行いまし
た。これは、水上オートバイを用いた社会貢
献プロジェクトに市が参加するもので、県内
では御前崎、三保、相良に続いて4番目。市
内で開催されるマリンスポーツ大会などで安
全確保や救助支援に活用される予定です。

▲水難救助の訓練を披露するシーバード掛川の隊員ら

市内初の事業所内保育園
上土方工業団地内に開設3/24

上土方工業団地内にある医薬品製造会社の
クオリテックファーマ（QTP）静岡工場で、敷
地内に市内初の事業所内保育園が完成しました。
名称は「QTPメロンハウス保育園」。木造
平屋建てで、定員は19人。同社に勤務する社
員の子ども（0～5歳児）が対象となります。
園長には同社の髙山栄工場長が就き、9人の
保育士で保育にあたります。

▲園の完成を喜ぶ髙山園長（右から3番目）や関係者ら

企業OBのスキル活用
タスクフォースセンター開設3/25

▲さっそく事務所で業務を紹介する星之内理事長（右）

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

水辺をもっと安全に！
シーバード掛川が発足 3/17

掛川桔梗女子ソフトの選手11人と監督らが
市役所を訪問し、松井市長や山田教育長に全
国大会への出場決定を報告しました。
同チームは、昨年10月に行われた「第23回
県小学生男子・女子新人ソフトボール大会」
女子の部で、前年に続き優勝。3月26日から
熊本県で開催された「第9回春季全日本小学
生女子ソフトボール大会へ出場しました。

▲全国大会に出場する選手と関係者ら

県大会2連覇で全国へ
掛川桔梗女子ソフト

入館20万人達成
掛川児童交流館でセレモニー3/25

▲小里会長（左）から記念品を受け取る國府さん親子

火縄銃、ごう音鳴り響く
髙天神社例大祭3/27

▲陣羽織を着込んだ炮術研究会会員による火縄銃の演武

企業OBの能力やノウハウを活用し、中小企
業が抱える課題解決を図りながら、定年後も
働き続けられる仕組みの構築を目指した中東
遠タスクフォースセンター（星之内進理事長）
が「あいり～な」東館3階に開設しました。
これは地域創生に向け取り組む市独自の仕
組みで、民間企業や金融機関、市の支援によ
り設立。運営はセンターが自立して行います。

3/26

倉真まちづくり委員会「倉真福祉バス事業
部」が、福祉バスの運行開始を前に安全祈願
を行い、関係者ら約30人が出席しました。
同事業は、市補助金や地区の拠出金などで
運営開始。倉真地区から市内の病院などを1
日1往復、週2日運行します。バスは10人乗り
のワゴン車。高齢者が乗り降りしやすいよう
ステップなども備わっています。

▲運行開始前に安全祈願が行われた福祉バス

県中学選抜野球で初優勝
東中野球部が喜びを報告3/28

▲初優勝に沸く東中野球部メンバーら

市内で３例目
倉真地区で福祉バス誕生

「あいり～な」内にある児童交流館の来館
者が20万人となり、記念セレモニーが行われ
ました。節目に来館したのは、近所に住む國
府五月さん・眞智さん親子。ほぼ毎日、交流
館を利用し、友だちを作ったり、「ままご
と」をしたりして楽しんでいるそうです。
松井市長や市社会福祉協議会の小里務会長
から、花束などの記念品が贈られました。

まさ と

髙天神社例大祭が髙天神城跡で行われ、参
拝者や観光客でにぎわいました。これは、1
年に1度、3月の最終日曜日に東峰の社に神様
が里帰りするというもの。今年は晴天に恵ま
れ、御神輿渡御行列も3年ぶりに行われました。
また、火縄銃の炮術演武では駿府古式炮術
研究会が射撃を実演。火縄銃のごう音が城跡
に響き渡りました。

ひがしみね

みこ

ほうじゅう

しお と ぎょ

やしろ

東中学校野球部の選手20人と学校関係者が
市役所を訪れ、第46回県中学選抜野球大会で
初優勝した喜びを松井市長らに報告しました。
同部は2回戦から準決勝までを僅差の1点差
で競り勝ち決勝へ。3月12日の決勝戦では、
浜松の都田中学校と0－0のまま7回を終了。
無死満塁で始まる特別延長戦を競り勝ち、13
回目の出場で初の栄冠を勝ち取りました。

きん さ

29 28
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3/31
掛川市が施設整備を行い、協定を締結した
社会福祉法人天竜厚生会が運営する公私連携
型の「すずかけっこ保育園」開園式が、第二
小学校西側の現地で開かれました。公私連携
型保育所の開設は県内初となります。
同園は、市が待機児童対策として、待機の
多い0～2歳児を優先し1年前倒しして整備。
総事業費は約1億7,900万円。定員は72人です。

▲松井市長から園の鍵を受け取る山本たつ子理事長（右）

子育てを応援
出生届提出でお祝い品4/1

市は4月から、子育てする家族を応援する
ため、本市に出生届を提出し住民登録した方
にお祝い品の贈呈を始めました。新生児用紙
おむつに加え、木製玩具と手作りの布製品の
セット計5種類のうち1つが窓口で贈られます。
第1号となった市内在住の馬場佐知子さん
は、お祝い品を受け取り「うれしい。大事に
使います」と喜んでいました。

▲紙おむつや布製ポーチなどを受け取り喜ぶ馬場さん（右）

三社祭礼囃子の名調子
三熊野神社大祭

▲境内の舞屋で勇壮な舞を披露する東本町のみなさん

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

県内初の公私連携型
すずかけっこ保育園が開所 3/30

平成22年度から整備を進めてきた掛川駅梅
橋線高御所工区の供用が開始されました。開
通により、通学路としての安全確保や地域内
外の交流の活性化、災害拠点となる病院への
アクセス向上が期待できます。
この日は松井市長をはじめ関係者、曽我小
の児童ら約250人が開通をお祝いしました。

▲テープカットを行う松井市長と曽我小の児童ら関係者

いよいよ供用開始
掛川駅梅橋線高御所工区

春の全国交通安全運動
各地で安全運転呼びかけ4/6

春の全国交通安全運動が4月6日から始まり、
市内3か所で約950人が街頭広報を行いました。
大須賀支所西側の県道交差点には、松井市
長はじめ、掛川警察署長、地域交通安全推進
委員、自治会役員、交通指導員会、事業所職
員ら約80人が参加。ドライバーらに交通安全
を呼びかけるプラカードやのぼり旗を掲げ、
交通ルールの徹底を呼びかけました。

▲ドライバーに安全運転を呼びかける参加者ら

先人の功・水の恵みに感謝　　　
水道感謝のつどい4/8新緑と桜の掛川路を駆ける

掛川・新茶マラソン4/10

十九首水源地公園隣の浄水場跡地で、
「水道感謝のつどい・水神宮例祭」が開
かれました。
自己水源に乏しかった先人たちが、大
正10年にこの地で水道事業を始めたこ
とから、その功績と水の恵みに感謝し
ようと毎年行われています。

▲感謝のつどい・例祭が挙行された水神宮

4/1~3

4/7
第28代掛川茶PRレディが決定し、掛川茶振
興協会会長を務める松井市長を訪問しました。
応募者25人の中から書類選考、面接で選ば
れたPRレディ6人の任期は4月1日から平成30
年3月31日までの2年間。すでに掛川・新茶マ
ラソンなどのイベントにも参加しています。
掛川茶の魅力をより多くの方に知っていただ
くよう、笑顔で市内外に発信していきます。

▲笑顔のすてきな掛川茶PRレディ（前列）と松井市長ら

▲新芽の生え始めた茶畑の間を駆け抜けるランナーたち

掛川茶の魅力を広めます
PRレディ誕生

第11回掛川・新茶マラソンが4月10日、市
内の宿泊・リゾート施設を発着点に開かれ、
フルマラソンや10㎞、3.5㎞など6種目に国内
外から約9,700人が参加しました。
今回はゲストの谷川真理さんと安田大サー
カスの団長安田さんが、会場内で選手たちと
交流。一緒に走ったり、ハイタッチで応援し
たりしながら大会を盛り上げていました。

　水道委員として水道創設に尽力した故小杉彦作
さんが大正10年に掛川町長から贈られた感謝状。
ご家族の澄江さんが持参し参列した。

ばや

遠州に春を告げる三熊野神社大祭が横須賀
地区で盛大に行われ、13台の祢里が三社祭礼
囃子を奏でながら、城下町の面影残る旧街道
を練り歩きました。
2日には神社境内にすべての祢里が集合
し、今年の当番町・東本町が三社祭礼囃子を
奉納。軽快な太鼓や笛、勇壮な舞いが披露さ
れ、観衆からは大きな拍手が送られました。

ね り

し

31 30



3/31
掛川市が施設整備を行い、協定を締結した
社会福祉法人天竜厚生会が運営する公私連携
型の「すずかけっこ保育園」開園式が、第二
小学校西側の現地で開かれました。公私連携
型保育所の開設は県内初となります。
同園は、市が待機児童対策として、待機の
多い0～2歳児を優先し1年前倒しして整備。
総事業費は約1億7,900万円。定員は72人です。

▲松井市長から園の鍵を受け取る山本たつ子理事長（右）

子育てを応援
出生届提出でお祝い品4/1

市は4月から、子育てする家族を応援する
ため、本市に出生届を提出し住民登録した方
にお祝い品の贈呈を始めました。新生児用紙
おむつに加え、木製玩具と手作りの布製品の
セット計5種類のうち1つが窓口で贈られます。
第1号となった市内在住の馬場佐知子さん
は、お祝い品を受け取り「うれしい。大事に
使います」と喜んでいました。

▲紙おむつや布製ポーチなどを受け取り喜ぶ馬場さん（右）

三社祭礼囃子の名調子
三熊野神社大祭

▲境内の舞屋で勇壮な舞を披露する東本町のみなさん

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

県内初の公私連携型
すずかけっこ保育園が開所 3/30

平成22年度から整備を進めてきた掛川駅梅
橋線高御所工区の供用が開始されました。開
通により、通学路としての安全確保や地域内
外の交流の活性化、災害拠点となる病院への
アクセス向上が期待できます。
この日は松井市長をはじめ関係者、曽我小
の児童ら約250人が開通をお祝いしました。

▲テープカットを行う松井市長と曽我小の児童ら関係者

いよいよ供用開始
掛川駅梅橋線高御所工区

春の全国交通安全運動
各地で安全運転呼びかけ4/6

春の全国交通安全運動が4月6日から始まり、
市内3か所で約950人が街頭広報を行いました。
大須賀支所西側の県道交差点には、松井市
長はじめ、掛川警察署長、地域交通安全推進
委員、自治会役員、交通指導員会、事業所職
員ら約80人が参加。ドライバーらに交通安全
を呼びかけるプラカードやのぼり旗を掲げ、
交通ルールの徹底を呼びかけました。

▲ドライバーに安全運転を呼びかける参加者ら

先人の功・水の恵みに感謝　　　
水道感謝のつどい4/8新緑と桜の掛川路を駆ける

掛川・新茶マラソン4/10

十九首水源地公園隣の浄水場跡地で、
「水道感謝のつどい・水神宮例祭」が開
かれました。
自己水源に乏しかった先人たちが、大
正10年にこの地で水道事業を始めたこ
とから、その功績と水の恵みに感謝し
ようと毎年行われています。

▲感謝のつどい・例祭が挙行された水神宮

4/1~3

4/7
第28代掛川茶PRレディが決定し、掛川茶振
興協会会長を務める松井市長を訪問しました。
応募者25人の中から書類選考、面接で選ば
れたPRレディ6人の任期は4月1日から平成30
年3月31日までの2年間。すでに掛川・新茶マ
ラソンなどのイベントにも参加しています。
掛川茶の魅力をより多くの方に知っていただ
くよう、笑顔で市内外に発信していきます。

▲笑顔のすてきな掛川茶PRレディ（前列）と松井市長ら

▲新芽の生え始めた茶畑の間を駆け抜けるランナーたち

掛川茶の魅力を広めます
PRレディ誕生

第11回掛川・新茶マラソンが4月10日、市
内の宿泊・リゾート施設を発着点に開かれ、
フルマラソンや10㎞、3.5㎞など6種目に国内
外から約9,700人が参加しました。
今回はゲストの谷川真理さんと安田大サー
カスの団長安田さんが、会場内で選手たちと
交流。一緒に走ったり、ハイタッチで応援し
たりしながら大会を盛り上げていました。

　水道委員として水道創設に尽力した故小杉彦作
さんが大正10年に掛川町長から贈られた感謝状。
ご家族の澄江さんが持参し参列した。

ばや

遠州に春を告げる三熊野神社大祭が横須賀
地区で盛大に行われ、13台の祢里が三社祭礼
囃子を奏でながら、城下町の面影残る旧街道
を練り歩きました。
2日には神社境内にすべての祢里が集合
し、今年の当番町・東本町が三社祭礼囃子を
奉納。軽快な太鼓や笛、勇壮な舞いが披露さ
れ、観衆からは大きな拍手が送られました。

ね り

し

31 30
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